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まあ.なにもが鋤'奏しく見えるわ！
たも映画ｽ ﾀ ｰ みたい

半

が.かえﾉｔｔノォ)私てく４Ｌ

J‐

でも．どうしてむこうさむいたきま
そうおっしゃるの？

訂
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二
月
十
七
日
に
神
戸
市
勤
労
会
館
で
「
社
団
法
人
日

本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
兵
庫
県
セ
ン
タ
ー
」
の
中
央
研
修
会

が
開
か
れ
た
の
で
会
場
を
訪
れ
た
。
オ
ス
ト
ミ
ー
と
い
う

言
葉
は
知
っ
て
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
予
備
知
識
も
な
く
穂

装
具
を
つ
け
て
ス
ト
ー
マ
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
る
人
た

ち
に
出
会
う
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。
「
ス
ト
ー
マ
」
と
い

う
の
は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
口
」
を
意
味
し
、
「
手
術
に
よ

っ
て
腹
壁
に
造
ら
れ
た
排
池
口
」
を
さ
す
。
一
般
に
は
人

口
に
門
や
人
工
勝
耽
と
言
わ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

オ
ス
ト
ミ
ー
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か

ｌ
増
加
し
つ
つ
あ
る
ス
ト
ー
マ
保
有
者 蕊

Ｋ
Ｏ
神
戸
を
福
祉
の
街
に

Ｐ

／、
196
ヘーー ３

｢ も人間は病を通して強くなるんです｣ と話す河野先生

病
気
で
腸
の
切
除
手

術
を
受
け
、
ス
ト
ー

マ
用
の
装
具
を
つ
け

て
い
る
人
を
オ
ス
ト

メ
イ
ト
と
言
っ
て
い

る
。

こ
の
日
の
研
修
会

に
は
約
一
二
○
名
が

参
加
。
男
女
と
も
年

配
の
人
が
多
い
が
論

な
か
に
は
若
い
人
た

Ｈ

「

Ｆ
１
Ｋ
Ⅱ
〜
Ⅱ

雲ち
の
姿
も
あ
っ
た
。
ま
ず
神
戸
市
民
生
局
の
奥
田
拓
治
育

成
課
長
か
ら
「
神
戸
市
の
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
」
の
説

明
、
続
い
て
ス
ト
ー
マ
保
有
者
か
ら
「
私
の
体
験
」
と
題

し
て
の
話
が
あ
っ
た
。
五
年
前
に
手
術
を
し
て
人
工
に
門

と
な
り
、
食
べ
物
や
洗
腸
の
苦
労
、
装
具
に
つ
い
て
の
経

験
が
語
ら
れ
た
。
最
後
に
垂
水
区
で
開
業
し
て
い
る
河
野

胃
腸
科
外
科
病
院
長
の
河
野
博
臣
氏
か
ら
「
病
と
と
も
に

生
き
る
」
と
い
う
題
で
の
講
演
が
続
い
た
。

オ
ス
ト
メ
イ
ト
は
虹
門
が
な
い
た
め
に
腹
壁
か
ら
便
を

排
池
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
常
時
特
別
な
装

具
を
つ
け
て
い
る
。
排
便
の
方
法
に
は
、
ス
ト
ー
マ
か
ら

排
池
さ
れ
る
便
を
パ
ウ
チ
（
袋
）
を
つ
け
て
処
理
す
る
自

然
排
便
法
と
、
一
定
量
の
温
湯
を
ス
ト
ー
マ
か
ら
注
入
し

定
期
的
に
排
便
さ
れ
る
便
を
促
す
洗
腸
法
と
が
あ
る
。
ス

ト
ー
マ
に
な
る
と
括
約
筋
が
な
い
の
で
、
自
然
排
便
法
の

場
合
い
つ
排
便
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
し
、
洗
腸
法
の
場

合
は
一
回
に
一
時
間
程
か
か
る
の
で
、
ど
ち
ら
に
し
て
も

本
人
で
な
け
れ
ば
苦
労
は
わ
か
ら
な
い
。
ス
ト
ー
マ
は
外

見
上
は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
の
で
周
囲
で
気
が
つ
く
人

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
し
か
し
、
ス
ト
ー
マ
の
ま
わ
り
の

研修会場は会員たちで
いっぱいになった

橋
本
明

く
睡
函
瞬
評
鑑
準
需
霊
〉

町
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か
い
な
い
）
を
招
い
て
月
例
相
談
会
も
開
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
岨
月
５
日
に
兵
庫
県
氷
上
郡
の
県
下

で
二
番
め
の
ス
ト
ー
マ
外
来
の
あ
る
柏
原
日
赤
病
院
に
通

院
し
て
い
た
ス
ト
ー
マ
保
有
の
主
婦
が
出
産
し
、
大
き
な

話
題
と
な
っ
た
。
こ
の
主
婦
は
先
天
性
の
二
分
脊
椎
の
た

め
、
人
工
に
門
と
人
工
勝
眺
を
持
っ
て
お
り
、
二
重
の
ハ

ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
て
の
出
産
に
成
功
し
、
全
国
の
オ
ス

ト
メ
イ
ト
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
と
な
っ
た
。

こ
の
日
の
研
修
会
で
河
野
博
臣
氏
は
講
演
の
最
後
を

「
み
な
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
快
適
な
暮
ら
し
が

で
き
る
の
か
、
そ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
（
生

活
の
質
）
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
病
気
は
医

者
で
は
な
く
、
自
分
が
治
す
と
い
う
自
然
治
癒
力
を
確
信

す
る
こ
と
。
人
間
は
病
気
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の

心
を
内
省
さ
せ
ら
れ
、
病
を
通
し
て
人
間
の
弱
さ
に
気
づ

き
、
そ
れ
が
自
分
を
強
く
し
て
い
く
。
病
を
受
け
入
れ
て
、

病
と
共
に
歩
い
て
い
く
こ
と
で
す
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

☆
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
兵
庫
県
セ
ン
タ
ー
事
務
局

〒
六
五
○
神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
四
丁
目
六

神
戸
中
央
市
民
病
院
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
室
気
付

電
話
○
七
八
（
三
○
二
）
四
三
二
一

内
線
一
一
二
二
六
・
二
二
二
八

ストーマ（人工虹門）にパウチ（袋）表芋蒜する

皮
膚
が
た
だ
れ
た
り
、
装
具
代
が
か
な
り
の
負
担
と
も
な

り
、
臭
い
が
漏
れ
な
い
か
と
た
え
ず
気
を
つ
か
っ
た
り
、

日
常
生
活
の
不
安
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
。
ス
ト
ー
マ
保
有
者

に
な
る
と
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
も
と
づ
い
て
補
装
具

の
給
付
他
い
く
つ
か
の
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
の
で
福
祉
事
務
所
へ
申
請
を
す
る
と
よ
い
。

ス
ト
ー
マ
を
も
つ
よ
う
に
な
る
と
、
同
じ
立
場
の
人
た

ち
同
士
で
お
互
い
の
経
験
を
話
し
合
う
の
が
何
よ
り
参
考

に
な
り
、
励
ま
し
と
も
な
る
。
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
は

そ
の
前
身
の
互
療
会
が
昭
和
“
年
に
描
浜
で
ス
タ
ー
ト

し
、
そ
の
後
全
国
に
設
立
さ
れ
た
。
神
戸
で
は
昭
和
卿
年

に
神
戸
中
央
市
民
病
院
の
患
者
会
と
し
て
発
足
。
当
時
の

会
員
は
Ⅳ
人
だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
兵
庫
県
下
の
会
員
は

五
百
人
近
く
に
も
な
っ
て
い
る
。
兵
庫
県
セ
ン
タ
ー
で
は

会
員
の
た
め
の
事
業
と
し
て
、
専
門
医
等
に
よ
る
医
療
相

談
、
装
具
の
情
報
交
換
と
研
究
、
製
品
の
展
示
と
販
売
、

会
員
の
交
流
会
や
親
睦
ツ
ァ
ー
、
講
演
会
・
研
修
会
の
開

催
や
会
報
の
発
行
な
ど
を
定
期
的
に
行
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
会
員
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
に
Ｅ
Ｔ
（
ス
ト
ー
マ
療

法
士
。
資
格
を
も
っ
た
ス
ト
ー
マ
の
た
め
の
専
門
の
看
謹

蹄
。
ま
だ
兵
庫
県
下
に
は
３
名
、
全
国
で
も
砲
名
の
み
し

夢会では医療品メーカーからのストーマ用の装具も展示即売された
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( 左から〕宮崎さん､ 田村さん､ 主宰者の森さん

ＬＨＷのスタッフと

’
3０
１

☆
女
性
の
観
点
か
ら
土
の
魅
力

を
自
由
に
表
現

２
月
記
日
か
ら
犯
日
ま
で
、

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
木
火
土
」
（
芦
屋

市
月
若
町
８
１
超
小
西
商
工
ビ

ル
２
Ｆ
森
八
重
子
主
宰
）
で
、

ひ
な
祭
り
女
流
陶
芸
・
三
人
展

が
開
か
れ
た
。
出
品
者
は
白
木

加
寿
恵
さ
ん
（
枚
方
市
在
住
）

田
村
朝
子
さ
ん
（
京
都
市
在
住
）

宮
崎
正
子
さ
ん
（
城
陽
市
在
住
）

の
３
人
で
、
ひ
な
祭
に
ふ
さ
わ

し
い
明
る
い
色
彩
の
鞭
聴
作
り

や
蹟
輪
作
り
に
よ
る
食
器
を
中

心
と
し
た
陶
芸
約
帥
点
が
展
示

さ
れ
、
会
期
中
の
同
ギ
ャ
ラ
リ

ー
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
つ
つ

ま
れ
た
。

毎
日
、
必
ず
土
に
触
れ
る
と

い
う
み
な
さ
ん
。
主
婦
業
の
あ

い
間
を
縫
っ
て
、
作
品
を
つ
く

顕
蝉

る
の
は
、
や
は
り
仕
難
の
業
。

時
間
を
有
効
に
使
う
た
め
の
や

り
く
り
は
大
変
と
か
。

そ
れ
で
も
、
白
木
さ
ん
が
朝

日
現
代
ク
ラ
フ
ト
展
で
奨
励
賞

受
賞
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が

精
力
的
に
陶
芸
に
取
り
組
ん
で

い
る
。尚

、
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
月

に
一
度
個
展
を
開
催
。
自
然
の

素
材
を
生
か
し
た
作
品
を
紹
介

し
て
い
る
。

☆
日
韓
友
好
の
和
が
広
が
る

こ
と
を
祈
っ
て

里

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

i鍵

慧
蓉
騨ぽ

等
舞
揮
需
哩

三…池J窯綴i‘i揮蕊f

，
瀧
繋

裳静観冨瞳鼠蕊
一需戦･ ｌＡ

心

界
班
店
の
予
約
及
び
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ

ザ
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ホ
テ
ル

ズ
・
オ
ブ
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
Ｌ

Ｈ
Ｗ
（
Ｊ
・
Ａ
ジ
ア
コ
ポ
ネ
ロ

代
表
。
本
社
Ｎ
・
Ｙ
）
に
、
オ

ー
プ
ン
し
て
九
カ
月
の
ホ
テ
ル

オ
ー
ク
ラ
神
戸
（
大
石
邦
雄
社

長
）
が
新
た
に
選
ば
れ
た
。
本

部
書
類
審
査
を
経
て
欧
州
の
名

ホ
テ
リ
エ
２
名
の
現
地
審
査
の

結
果
、
２
月
１
日
に
承
認
さ
れ

た
も
の
で
、
３
月
焔
日
正
午
か

ら
お
披
露
目
の
会
が
開
か
れ

た
。
今
回
は
、
Ｊ
・
マ
ッ
ク
ギ

ー
Ｌ
Ｈ
Ｗ
副
社
長
、
Ｓ
・
イ
エ

ン
同
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
区
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
代
表
ら
十
数
人
が

来
神
。
こ
の
お
墨
付
で
外
人
客

の
増
大
が
期
待
で
き
そ
う
。

日韓親善と中井一夫さんの受勲を祝って

２
月
幻
日
午
後
６
時
よ
り
、

生
田
神
社
会
館
に
お
い
て
日
韓

親
善
の
集
い
が
行
わ
れ
た
。
日

韓
親
善
協
会
が
Ｗ
年
に
発
足
し

て
以
来
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

こ
の
集
い
。
今
年
は
、
中
井
一

夫
弁
護
士
（
元
神
戸
市
長
）
の

受
勲
の
祝
い
も
開
か
れ
た
。

当
日
は
、
日
韓
親
善
協
会
会

長
。
小
池
義
人
さ
ん
（
須
磨
寺

管
長
）
、
兵
庫
県
日
韓
親
善
協
会

会
長
・
上
田
将
雄
さ
ん
（
川
崎

重
工
業
㈱
相
談
役
）
、
韓
国
総
領

事
・
梁
世
勲
さ
ん
を
は
じ
め
、

政
財
界
の
著
名
人
お
よ
び
文
化

人
ら
二
百
名
余
り
が
出
席
。
在

日
大
韓
民
国
居
留
民
団
兵
庫
県

本
部
。
朴
景
好
さ
ん
に
よ
り
乾

杯
の
音
頭
が
と
ら
れ
、
日
韓
両

国
の
親
善
を
祝
っ
た
。

ま
た
同
席
で
は
、
沖
縄
舞
踊

や
韓
国
舞
踊
、
佐
藤
ゆ
り
子
さ

ん
の
演
歌
や
山
本
愛
さ
ん
の
シ

ャ
ン
ソ
ン
が
披
露
さ
れ
、
集
い

に
花
を
添
え
た
。

★
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
が

世
界
の
名
門
ホ
テ
ル
Ｌ
Ｈ
Ｗ

加
盟

日
本
で
は
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク

ラ
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
ら
が
選
ば
れ
て
い
る
、
世

巽濁

鴬
…灘Ｆ

Ｆ
蝿
睡

里伊巴 L 曹
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武田則明氏

３月のマンスリーサロンは建築家の
武田則明氏にグローバルな視点で、街
の文化、環境自然を語っていただきま
した。「いくら素晴しいミンクのコー
トを着ても、立派な建物なり、街並み
が背景にないとファッションは美しく
見えません。ということは、街全体の
文化がよくならないと、また生活のラ
イフスタイルが変らないと、決してい
いファッション都市であるとはいえな
いのではないでしょうか。
僕達は、いい建物の保存運動を2 0 年
近く続けていますが、日本ではこの運

コウベもファッション･ ソオf エティ
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●３月のマンズリーサロン

9 0 年代は逆消費革命を
講師武田則明氏く建築家〉

動の元祖的な存在です。戦後、広島や
長崎が原爆でやられ、その後地球上
は、原爆、水爆の製造合戦で、２１世紀
が来ると不安感で未来は暗く、未来不
信で今日を楽しむ傾向にありました。
でも今や、原爆・水爆の競争は、ソ

連やアメリカも経費倒れになることが
判って、馬鹿なことより、最近の出来
事を見ても、北京、ベルリンの壁、ル
ーマニア、東西ドイツ、ゴルバチョフ
の大統領制など、２１世紀の未来を信じ
る平和的、地球規模の時代がやってき
ました｡ そんな動向は日本にもあって、
産業誘致、埋立、坪当り単価うんぬん
よりもつと自然を見直す住環境を持と
うという時代になってきました。
消費時代、スクラップ・ファッション
の時代から逆消費時代、ストックファ
ッションの時代になりました。この逆
消費革命がこれからの神戸の9 0 年代を
決定します。いいものを一つ一つ長く
手間ひまかけて創って行く時代がやっ
てきました｡ 」

；

悪運趨鶴，

⑧４月のマンスリーサロン

灘 》
》
》
邦
》
》
》
》
》
》
》
》
垂
識
掛
》
》
Ｆ

を
三
回
て
メ
行
ぱ
約
リ
各
服
幅
。
て
例
を
ザ
鐸
厩
”

蕊
蕊
募
識
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結婚式場を完備しています

態伝統と捲式を誇‘
帯端
I 旬陽閤
景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078)904-0501㈹

し
て
の
今
後
の
抱
負
な
ど
を
お
伺
い
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
大
人
の
渋
い
魅
力

が
都
会
的
で
、
本
誌
記
者
、
思
わ
ず

仕
事
を
忘
れ
て
ド
キ
ド
キ
ド
キ
…
。

「
学
校
が
関
学
で
し
た
か
ら
、
毎
日

バ
イ
ク
で
蓬
莱
峡
を
ツ
ー
リ
ン
グ
気

分
で
通
学
し
て
た
ん
で
す
よ
。
当
時

は
バ
イ
ク
通
学
が
認
め
ら
れ
て
い
た

ん
で
す
よ
。
」

ｌ
納
得
、
こ
の
雰
囲
気
は
伝
統
の
有

馬
と
都
会
神
戸
の
両
方
の
良
さ
を
多

感
な
時
期
に
吸
収
さ
れ
た
か
ら
、
に

じ
み
で
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
。

「
じ
っ
と
し
て
い
る
の
が
嫌
い
な

タ
イ
プ
で
ね
。
今
も
時
間
の
許
す
限

「
ま
さ
か
自
分
が
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た

ん
で
す
が
。
」
笑
い
な
が
ら
答
え
ら
れ
た
覚
前

政
幸
㈱
湯
之
花
堂
本
舗
専
務
取
締
役
は
４
月
岨

日
付
で
有
馬
観
光
協
会
青
年
部
新
リ
ー
ダ
ー
に

着
任
さ
れ
る
。
任
期
は
２
年
。

今
日
は
、
雰
囲
気
と
趣
味
の
良
さ
で
は
定
評

の
あ
る
カ
フ
ェ
・
ド
。
坊
に
て
新
リ
ー
ダ
ー
と

自然の恵みを 静寂さにつつまれた

湯
け
む
り
訪
人
録
、

有
馬
観
光
協
会
青
年
部
新
リ
ー
ダ
ー

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
を
活
か
し

活
動
内
容
の
充
実
化
を
目
標
に
…

覚
前
政
幸
氏
を
訪
ね
て

り
は
昼
間
、
テ
ニ
ス
し
て
ま
す
ね
。
」

学
生
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
部
、
他
に
も
ヨ
ッ
ト
や

剛
“
の
バ
イ
ク
で
ツ
ー
リ
ン
グ
等
、
多
彩
な
ア

ウ
ト
ド
ア
の
趣
味
の
持
ち
主
。
中
で
も
ス
キ
ー

は
、
海
外
へ
も
滑
り
に
い
か
れ
る
程
と
か
。

「
不
思
議
な
も
の
で
、
カ
ナ
ダ
で
大
平
原
を
見

た
時
、
感
動
す
る
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
た
ん
で

す
が
落
ち
着
か
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
の
時
、
やカフェ・ド・坊にて

色 くつろぎの宿

古象風
ＴＥＬ(078)904-0731

テニスでいい汗

牒躍腎とつぶり

TEL.(078)904-O675
T E L E X 5 6 2 7 再1 1 5

TEL(078)鋤３－１０２４

*途，の撤臨勲鮒満
TEL<078)904-0551

国際観光旅館

湯けむりに伝える

幽ｐ政府登録国際槻光旅館 １
１３２
１陵楓閣
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小春日和の温泉寺にて

●敏山

っ
ば
り
山
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
ん
だ
な
あ
と
実

感
し
ま
し
た
ね
。
﹈

若
く
し
て
家
業
を
継
が
れ
た
た
め
今
は
忙
し

く
て
な
か
な
か
趣
味
に
時
間
を
割
け
な
い
そ
う

だ
。
今
現
在
も
お
忙
し
い
体
で
あ
る
が
、
青
年

部
リ
ー
ダ
ー
に
な
ら
れ
る
と
更
に
忙
し
く
な
る

だ
ろ
う
。

「
青
年
部
は
今
年
で
発
足
し
て
皿
周
年
に
な
る

ん
で
す
。
今
ま
で
は
、
外
側
に
向
け
て
有
馬
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
イ
ベ
ン
ト
の

認
知
度
を
高
め
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
も
今
は
、
あ
る
程
度
の
水
準
に

達
し
た
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
今
後
は
、
青

年
部
内
部
の
充
実
化
を
計
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
特
別
講
師
を
招
い
て
講
座
を
開
い
た
り

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
青
年

部
内
も
そ
ろ
そ
ろ
世
代
交
代
の
時
期
だ
と
思
い

ま
す
し
ね
。
そ
れ
に
若
い
芽
が
充
実
し
て
こ

そ
、
有
馬
も
幅
広
い
魅
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
と
思
う
ん
で
す
よ
。
も
ち
ろ
ん
従
来
の
イ
ベ

齢詩 癖
噛
・
岬
鍛
函
鍛
鍔
鑑
嬢
蝿
》
．

騨麹 1

蕊録
↑
麹

．
総
轄
。

ン
卜
は
今
後
も
レ
ベ
ル
を
更
に
あ
げ
て
い
く
つ

も
り
で
す
よ
。
」

有
馬
は
狭
い
街
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
人
と

人
と
の
畔
り
は
非
常
に
強
い
。
そ
の
強
さ
が
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
に
出
て
い
る
と
同
氏
は

語
る
。
青
年
部
内
で
も
屋
号
で
お
互
い
呼
び
あ

う
位
、
団
結
し
て
い
る
そ
う
だ
。
ま
る
で
町
全

体
が
ビ
ッ
グ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
よ
う
に
信
頼
感
で

結
ば
れ
て
い
る
。
有
馬
が
伝
統
と
格
式
の
品
の

良
さ
を
保
ち
な
が
ら
も
、
落
ち
着
け
る
家
族
向

け
の
温
泉
地
と
し
て
人
気
が
あ
る
の
も
、
地
元

の
人
々
の
そ
ん
な
人
間
関
係
が
基
盤
と
し
て
あ

る
の
だ
ろ
う
。

今
、
有
馬
は
春
の
訪
れ
を
予
感
さ
せ
る
空
気

の
優
し
さ
で
包
ま
れ
て
い
る
。
４
月
に
な
れ

ば
、
ま
た
各
地
か
ら
の
観
光
客
で
、
い
っ
そ
う

賑
や
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
活
動
が
行
わ
れ
る
。
今
年
の
有
馬
は
充
実

度
が
更
に
高
ま
り
、
ち
ょ
っ
と
お
栖
落
な
湯
け

む
り
の
街
に
な
り
そ
う
だ
。
（
金
津
）

欽山は典雅な

会議ｾ ﾐ ﾅ ｰ から御家族づれ諌
有野グランドホ示, し

ＴＥＬ(078)904-0181
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雅ただようくつろぎの館

､や．鉾端茨冒
ＴＥＬ(078)904-0781

敷地内から河きでる
日本最古の温泉･右.喝温泉噂

阪急ホテルチェーン

有馬I 言F 百一ホテル
ＴＥＬ(078)904-2295㈹

●
温泉と演芸と遊技甥

賓馬' M L Z K セン辱一
ＴＥＬ(078)904-2291

日本最長、延々、、
五キロの空中旅情。
ＴＥＬＯ７８(8 9 1 ) 0 0 3 1

日本風の館です
六晒砿ﾛ ｮ 先一 国際観光旅館

TEL(078)904-0701㈹
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レ
ー
ン
に
ひ
び
く

大
き
な
歓
声
と
拍
手

話題のひろばｆｆｈ:MIjJ舞誉？
＜Ⅱ＞

Ｗ円塞
ぎ

》
》
識
鍵
》

識
癖
》
》
》

( 写真左上）神戸東ロータリークラブの皆さん（右上）ストライク目指して
( 左下）賞品を波す藤田支配人< 右下）高内校長提牛からもお祝いが

４
１
３
‐
１

今
年
で
Ⅳ
回
目
を
迎
え
た
市
立
友
生

養
護
学
校
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
、
３

月
、
日
に
グ
ラ
ン
ド
六
甲
ボ
ウ
リ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
（
藤
田
安
吾
支
配
人
）
で
開

か
れ
た
。

こ
れ
は
同
校
の
校
外
学
習
の
一
環
と

し
て
、
毎
年
３
月
に
行
わ
れ
て
お
り
、

神
戸
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
主
催
に

よ
る
も
の
。

今
回
は
児
童
・
生
徒
帥
名
、
教
員
帥

名
、
父
兄
帥
名
、
さ
ら
に
卒
業
生
加
名

を
含
め
た
合
計
加
名
と
い
う
最
多
の
人

数
を
集
め
、
レ
ー
ン
に
は
大
き
な
歓
声

と
拍
手
が
こ
だ
ま
し
た
。

日
頃
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
が
少

な
い
だ
け
に
、
重
た
い
ボ
ー
ル
も
何
の

そ
の
、
真
剣
な
表
情
で
ピ
ン
を
狙
い
、

随
所
に
好
プ
レ
イ
を
見
せ
た
生
徒
さ
ん

達
だ
っ
た
。

高
内
恒
夫
同
校
校
長
は
「
生
徒
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
教
員
、
父
兄
に
も
、
定

着
し
て
き
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
や
グ
ラ
ン
ド
六
甲

の
皆
様
の
お
力
添
え
に
は
本
当
に
感
謝

の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
」

ま
た
藤
田
支
配
人
は
「
当
セ
ン
タ
ー

の
母
体
で
あ
る
小
泉
製
麻
㈱
の
小
泉
健

二
。
元
副
社
長
が
常
に
念
頭
に
置
い
て

い
た
〃
社
会
に
対
す
る
感
謝
の
気
持

ち
″
か
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。
顔
な
じ
み
に
な
っ
た
生
徒
さ
ん

に
会
え
る
の
は
楽
し
み
で
す
が
、
新
し

い
顔
を
見
る
と
胸
が
つ
ま
り
ま
す
」
と

語
っ
て
い
た
。

画
友
生
養
護
学
校
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
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▲

１
１３６
１

二
，
三
の

☆
海
と
山
を
眺
め
な
が
ら

の
ん
び
り
通
勤

ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
も
若
い
女
性

で
賑
わ
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
蕊

仲田俊明さん

ク
。
昨
年
加
月
か
ら
安
藤
泰
務

局
長
に
変
わ
っ
て
仲
田
俊
明
さ

ん
が
事
務
局
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
も
の
ご
し
が
一
柔
ら
か
で

紳
士
的
玲
暫
入
社
し
て
過
年
、
福

岡
や
東
京
等
、
転
勤
も
何
度
か

あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
東
灘
に

落
ち
着
い
て
い
ま
す
。
ク
ラ
シ

ッ
ク
が
好
き
な
の
で
、
ど
ん
ど

ん
聴
い
て
気
に
入
っ
た
Ｃ
Ｄ
を

千
枚
集
め
る
の
が
目
標
。
」
と
語

る
仲
田
さ
ん
は
、
働
き
や
す
い

職
場
作
り
と
細
か
な
サ
ー
ビ
ス

を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

ｏ
ｏ
Ｆ
Ｆ
ｍ
ｏ
『
一
○
三

☆
ペ
ニ
ー
毛
皮
店
一
周
年
記
念

イ
ン
ポ
ー
ト
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ペ

ニ
ー
の
一
周
年
を
記
念
し
て
春

・
夏
ミ
ラ
ノ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と

同
時
に
ル
イ
・
イ
カ
ー
ル
展
を

開
催
。
彼
の
作
品
は
自
立
し
た

女
性
を
表
現
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ナ
ブ
ル
で
現
代
人
の
感
覚
を
粋

に
刺
激
し
て
く
れ
る
。
こ
の
作代表作スピード

品
展
、
愛
好
家
の
唾
挺
の
的
ま

ち
が
い
な
し
／
４
月
１
１
８
Ⅱ

岬
０
０
１
四
》
０
０
ペ
ニ
ー
毛

皮
店
本
店
に
て
開
催
。

ｏ
ｏ
Ｆ
Ｆ
ｍ
ｏ
『
一
ｏ
ｚ

★
彩
り
あ
ざ
や
か
帽
子
美
人

ト
ア
・
ロ
ー
ド
の
棚
子
の
ブ

テ
ィ
ッ
ク
、
マ
キ
シ
ン
が
春
夏

に
む
け
て
展
示
会
を
開
催
し

た
。
春
に
な
っ
て
お
し
ゃ
れ
心

も
咲
き
そ
ろ
う
頃
に
は
帽
子
の

演
出
も
大
切
。
ド
レ
ス
を
し
っ咲きました

か
り
コ
ー
デ
イ
ネ
‐
‐
卜
し
て
も

何
か
物
足
り
な
い
時
に
は
小
粋

な
帽
子
を
プ
ラ
ス
。
い
つ
も
と

違
う
自
分
を
発
見
で
き
る
か
も

…
。
今
年
は
、
花
博
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
〃
花
″
を
テ
ー
マ

に
多
彩
な
個
性
あ
ふ
れ
る
帽
子

が
い
っ
ぱ
い
。
普
段
帽
子
を
つ

け
な
れ
な
い
人
も
、
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
な
型
か
ら
ト
ラ
イ
し
て

み
て
は
い
か
が
？
。
親
切
で
心

の
こ
も
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
の
セ

レ
ク
ト
が
で
き
る
の
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
作
品
を
中
心
に
美
し
く

エ
レ
ガ
ン
ト
な
ラ
イ
ン
が
剛
点

余
り
そ
ろ
い
、
き
っ
と
お
気
に

い
り
の
帽
子
が
見
つ
か
る
で
し

よ
』
フ
。

麺
、
三
ｍ
三
一
シ
Ｆ

☆
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
ひ
と
と
き
を

大
丸
須
磨
店
の
（
菊
水
総
本

店
の
直
鴬
）
「
神
戸
亭
」
が
、
３

月
８
日
よ
り
「
カ
フ
ェ
ダ
ジ
一
計

－
ル
」
と
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

オ
ー
プ
ン
し
た
。
シ
ッ
ク
な
ラ

イ
ラ
ッ
ク
を
ベ
ー
ス
に
し
た
グ

レ
・
‐
の
店
内
は
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
が
過
ご
せ

そ
う
。お

勧
め
メ
ニ
ュ
ー
は
紅
茶
が

メ
イ
ン
。
セ
イ
ロ
ン
ブ
レ
ン
ド

デ
ラ
ッ
ク
ス
（
測
円
）
、
ト
ッ

プ
ウ
バ
〈
棚
円
）
、
デ
イ
ン
プ

ラ
（
剛
円
）
等
、
種
類
も
豊
富

で
、
好
み
の
味
を
発
見
で
き
る
。

各
々
の
紅
茶
の
持
つ
独
特
の
香

素敵なティータイム

り
を
楽
し
む
に
は
、
ス
ト
レ
ー

ト
か
ミ
ル
ク
だ
け
入
れ
る
の
が

ベ
ス
ト
。

国
内
外
の
旬
の
フ
ル
ー
ツ
だ

け
を
使
っ
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
ジ
ュ

ー
ス
も
人
気
が
あ
る
。

園
大
丸
須
磨
店
２
Ｆ
／
密
０
７

８
１
７
９
４
１
１
１
３
６

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより
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１
１３７
１

三
ｍ
三
一
ｍ

☆
子
供
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

l識

ＰＥＯＰＬＥ＜7 6 ＞

③格式となごやかさを．. …
岡坂勝く有馬古泉閣営業課主任＞
「1 1 本の宿が持つ品格を保ちながら親

しみのある、家族的雰囲気をお客様に味
わってもらえるよう、言葉と態度は常に
1 2 0 筋の最善を尽しています｡ 」と語るう
ばン卜主任の岡坂勝さんは日本の伝統文
化と情緒を愛する風流な方。柔和なお人
柄が、湯治客に古泉閣へ何度も足を運ぱ
せる所以だろう。

ＰＲＥＳＥＮＴ
CＯＲＮＥＲ

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

▼
応
募
方
法
⑥
葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

”
１
１
大
神
澄
ル
９
Ｆ
月
刊
神
戸
っ
子
、
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
４
月
末

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
ワ
子
か

ら
当
選
薬
害
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
神
戸
っ
手
ま
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角正人さん
（ＦＯＣＵＳ
ＩＮＷｍＴＥ）

●＆§＃へ肖
司０４５土２８
Ｆ0 分､ - 〃日

あがた森魚
ヨミはンる
ンネ、サこ
。’イｉの
シシルトコ

ラ
イ
ン
を
持
つ
異
色
の
ピ
ア
ニ

ス
ト
、
ハ
ロ
ル
ド
。
パ
ッ
ド
が

５
年
ぶ
り
に
来
日
す
る
。

祁
年
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
イ
ー

ノ
と
の
出
会
い
か
ら
、
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
シ
ー
ン
の
最
先
端
に
躍

り
出
て
以
来
、
深
く
静
か
に
フ

ァ
ン
層
を
広
げ
て
い
る
。
ブ
ル

ー
の
照
明
を
使
っ
た
シ
ン
プ
ル

な
舞
台
で
の
静
寂
感
あ
ふ
れ
る

演
奏
で
素
敵
な
神
戸
の
夜
を
。

☆
〃
電
飾
都
市
の
飛
行
船
″

あ
が
た
森
魚
コ
ン
サ
ー
ト

４
月
理
日
（
日
）
旧
時
新
神
戸
オ
リ
エ

ン
タ
ル
劇
場
４
，
２
０
０
円

鈴
木
慶
一
、
細
野
晴
臣
ら
と

音
楽
活
動
を
始
め
、
独
自
の
発

想
の
も
と
に
新
し
い
音
楽
を
生

み
出
し
て
き
た
あ
が
た
森
魚
の

関
西
初
の
本
格
的
ス
テ
ー
ジ
。

ウ
ィ
ン
デ
ィ
三
宮
が
主
催
す

国
・
※

邑
域
ａ
ａ
闇
閏
門
畠
窮
国

☆
ア
メ
リ
カ
前
衛
音
楽
家

ハ
ロ
ル
ド
・
パ
ッ
ド
来
日
／
、

４
月
加
日
（
金
）
肥
時
犯
分
・
加
時
心
分

ジ
ー
ベ
ッ
ク
ホ
ー
ル
４
，
０
０
０
円

ア
メ
リ
カ
の
ブ
ラ
ッ
ク
。
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
中
世
の
ヨ
ー
ロ

嵐
ド
ッ
パ
音
楽
と

坤
が
ほ
ど
よ
く

僻
ミ
ツ
ク
ス
キ
ご

皿
れ
た
、
独
特

、ノ
の
メ
ロ
ー
プ
イ

１
１３８
１

☆
第
２
回
新
神
戸
ニ
ュ
ー
・

ウ
ェ
ー
ブ
・
シ
ア
タ
ー

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場

で
４
月
記
日
（
土
）
か
ら
５
月
３

日
（
祝
）
ま
で
創
作
舞
踏
、
演
劇

な
ど
が
連
続
上
演
さ
れ
る
。
プ

レ
を
含
む
と
今
回
で
３
回
目
。

演
劇
の
名
の
も
と
に
舞
踏
と

音
楽
が
ど
ん
ど
ん
ク
ロ
ス
し
て

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ッ
の

領
域
が
広
が
る
中
、
舞
う
と
い

う
素
朴
な
演
劇
性
に
挑
戦
す
る

②
「
百
済
の
人
」
八
創
作
舞
踏
Ｖ

テ
ィ
神
戸
だ
け
の
た
め
に
企
画

さ
れ
た
、
た
っ
た
１
回
だ
け
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
・
イ
ベ
ン
ト
。

ロ
ッ
ク
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
タ

ン
ゴ
。
そ
し
て
中
国
、
中
近
東

ア
フ
リ
カ
へ
の
旅
か
ら
生
ま
れ

た
ポ
ッ
プ
ス
を
宇
宙
へ
の
ノ
ス

タ
ル
ジ
ー
を
込
め
て
歌
う
。

亀
演

劇

選
作
品
を
展
示
。
今

賞
は
、
北
久
美
子
の

物
園
…
Ｙ
」
。

鵜曇

て
楯
像
作
家
へ

え
く
と
前
進
を

錨
続
け
る
ス

窪
ピ
ル
バ
ー

皿
グ
が
、
魂

錘
を
込
め
て

☆
第
闘
回
安
井
賞
展

４
月
５
日
（
木
）
’
４
月
調
日
（
日
）

Ⅲ
時
１
Ｍ
時
卯
分
押
日
・
塑
日
休
館

尼
崎
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
美
術
ホ
ー
ル

一
般
７
０
０
円
大
高
生
５
０
０
円
中

小
生
３
０
０
円

洋
画
壇
の
巨
匠
安
井
曽
太
郎

画
伯
の
偉
業
を
記
念
し
て
創
設

★
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
展

４
月
別
日
（
土
）
’
５
月
即
日
（
日
）
的

時
Ｉ
随
時
釦
分
休
館
日
は
４
月
泌
日

（
月
）
、
５
月
１
日
（
火
）
、
７
日
（
月
）

Ｍ
日
（
月
）
。
姫
路
市
立
美
術
館
一
般

８
０
０
円
大
高
生
６
０
０
円
中
小
生

４
０
０
円

県
下
で
は
初
め
て
の
大
回
顧

展
。
こ
の
世
を
去
っ
て
巧
年
経

箪
た
現
在
も

Ｊ
鶴
子
供
達
・

瀞
家
》
蛙
鑑
噸

絵
は
愛
さ
れ
続
け
、
観
る
者
を

豊
か
な
気
持
ち
に
さ
せ
る
。

総
指
揮
に
あ
た
っ
た
愛
の
問
題

作
が
公
開
さ
れ
る
。

家
庭
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
仕

事
に
生
き
、
家
族
を
失
っ
た
ジ

ョ
ン
。
寝
た
き
り
の
父
を
世
話

す
る
母
が
倒
れ
た
と
聞
き
、
自

ら
身
を
挺
し
て
父
の
回
復
訓
練

を
始
め
、
精
気
を
取
り
戻
し
た

演
：

☆
人
生
の
終
駕
を
前
に
し
た
時

「
晩
秋
」

ド
シ
ョ
ー
一
般
１
，
６
０
０
円
大
高

映
像
の
魔
臨
か
ら
人
間
の

深
淵
を
見
つ
め
る
偉
大
な
る
峡

ご
美

術

Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
１
Ｎ
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ⅱ

Ｅ
」
八
ピ
ア
ノ
と
ア
ル
ト
サ
ッ

ク
ス
に
よ
る
２
人
の
ダ
ン
ス
Ｖ

４
月
期
日
（
日
）
脳
時
４
，
０
０
０
円

２
，
５
０
０
円
（
学
生
券
）

●
「
愛
し
の
メ
デ
ィ
ア
」
八
企

画
集
団
「
遊
華
恋
舞
」
旗
揚
げ

公
演
Ｖ

４
月
釦
日
（
祝
）
畑
時
１
，
５
０
０
円

１
，
２
０
０
円
（
学
生
券
）

●
ル
ー
ア
ハ
「
風
は
思
い
の
ま

ま
に
吹
く
…
」
八
初
夏
に
贈
る

・
林
晶
彦
・
音
と
舞
踏
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
Ｖ

５
月
１
日
（
火
）
四
時
３
，
０
０
０
円

●
「
風
花
（
か
ざ
ば
な
）
」
八
ナ

ウ
ア
デ
ィ
ズ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

第
３
弾
Ｖ

５
月
３
日
（
祝
）
胸
時
・
Ⅳ
時
３
，
０
０

０
円

の今「夢想植物園…･ ･ ･ Ｙ」
司年５７５７賞展ンさ
夢度点作を。クれ
想安の家含安’た
植井入、む井ルコ
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膳
踊

舞

が
…
。現

代
の
親
子
、
家
族
、
生
き

る
事
の
意
味
を
問
い
か
け
る
。

領
ユ
ー
モ
ア
と
優
し
さ
溢
れ
る

「
ミ
ス
テ
リ
ー
・
ト
レ
イ
ン
」

４
月
７
日
（
土
）
’
４
月
刀
日
（
金
）
「
ア

サ
ヒ
シ
ネ
マ
ー
」
に
て
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

一
般
１
，
６
０
０
円
大
高
生
１
，
３
０

０
円籾

年
度
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭

最
優
秀
芸
術
貢
献
賞
を
受
賞
し

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
映
画
祭
招
待
作

品
と
し
て
話
題
に
な
っ
て
い
る

日
本
ビ
ク
タ
ー
制
作
の
ア
メ
リ

カ
映
画
。

ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
が
誕
生
し

☆
マ
リ
ン
ロ
ｉ
ド
音
楽
の
旅

ｎ
日
（
水
）
醒
時
鋤
分
神
官
文
化
中

ホ
ー
ル
Ｓ
席
４
，
７
０
０
円
Ａ
席

４
，
２
０
０
，
四

☆
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

ア
ル
カ
イ
ッ
ク
第
３
回
定
期
演
奏
会

狸
日
（
木
）
四
時
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ

ー
ル
Ａ
席
４
，
６
４
０
円
Ｂ
席

３
，
６
１
０
円
Ｃ
席
２
，
７
８
０
円

★
神
戸
の
音
楽
家
・
春
の
コ
ン
サ
ー
ト

遁
日
（
金
）
四
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
一
般
２
，
０
６
０
円
高
校
以
下

１
，
５
４
０
円

☆
フ
ァ
ン
・
ダ
リ
エ
ン
ソ
楽
団

咽
日
（
金
）
妃
時
”
分
ア
ル
カ
イ
ッ

ク
ホ
ー
ル
４
，
５
０
０
円

★
第
打
回
兵
庫
県
大
学
新
人
演
奏
会

皿
日
（
土
）
・
皿
日
（
土
）
妬
時
県
民

小
劇
場
１
，
０
０
０
円

☆
宗
次
郎
ラ
イ
ブ

Ⅳ
日
（
火
）
蝿
時
釦
分
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル
Ｓ
席
３
，
５
０
０
円
Ａ
席

３
，
３
０
０
画
Ⅳ

☆
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
イ
ン
・
神
戸

Ⅳ
日
（
火
）
四
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
３
，
５
０
０
ｍ
﹈

国
・
※

イ
ス
を
旅
す
る
ミ
ッ
コ
と
ジ
ュ

ン
。
夏
の
一
夜
、
同
じ
ホ
テ
ル

に
泊
ま
る
３
組
の
ス
ト
レ
ン
ジ

ャ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
が
、

同
時
進
行
で
展
開
す
る
。

ミ
ッ
ュ
ジ
ュ
ン
役
の
工
藤

夕
貴
と
永
瀬
正
敏
の
好
演
が
カ

ン
ヌ
で
喝
釆
を
浴
び
た
。

☆
第
妬
回
市
民
寄
席

「
米
朝
・
枝
雀
二
人
会
」

哩
日
（
土
）
肥
時
釦
分
芦
屋
ル
ナ
・

ホ
ー
ル
２
，
７
０
０
円

☆
劇
団
神
戸
自
由
劇
場
「
怒
り
の
夜
‐

哩
日
（
土
）
皿
時
・
皿
時
訓
分
巧
口

（
日
）
廻
時
訓
分
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル

２
，
０
０
０
円

☆
東
京
演
劇
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
公
演

「
撰
の
森
の
満
開
の
下
」

四
日
（
木
）
四
時
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
一
般
３
，
６
０
０
円
中
高
生

☆
神
蔵
香
保
ソ
ロ
ダ
ン
ス
公
演

「
海
を
ひ
と
し
ず
く
も
っ
て
い
る
」

即
日
（
金
）
・
虹
日
（
土
）
四
時

理
日
（
日
）
型
時
伊
丹
市
立
演
劇
ホ

ー
ル
２
，
８
０
０
円

☆
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
・
バ
レ
エ
団

「
眠
れ
る
森
の
美
女
」

犯
日
（
土
）
塑
時
訓
分
ア
ル
カ
イ
ッ

ク
ホ
ー
ル
Ｓ
席
１
３
，
０
０
０
円

Ａ
席
１
１
，
０
０
０
円
Ｂ
席
９
，
０

０
０
画
凶亀

演

劇

☆
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

第
２
回
神
戸
定
期
演
奏
会

鋤
旧
（
月
）
皿
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ｓ
席
４
，
１
２
０
円
Ａ
席
３
，

０
９
０
円

☆
宿
命
の
愛
に
身
を
捧
げ
た
女

「
ハ
ー
レ
ム
」

宮
」
に
て
口
ｌ
ド
シ
ョ
ー
｜
般
１
，
６

０
０
円
大
高
生
１
，
３
０
０
円

４
月
７
日
（
土
）
よ
り
「
ロ
ッ
ポ
｜
｜
力
三

東
洋
の
神
秘
、
聖
な
る
快
楽

の
館
、
ハ
ー
レ
ム
を
舞
台
に
く

り
広
げ
ら
れ
る
ラ
ブ
・
ス
ト
ー

リ
ー
。
ナ
ス
タ
ー
シ
ャ
・
キ
ン

鐸
麺
熱
癖
恋
鍔
鐸
汚
誇
調
諦

三
砿
一
蕊
》
精
死

弘
函
》
録
需
》
》
秘
椎
に
諏
鑑

エ
ル
ビ
ス

プ
レ
ス
リ

鯨
Ｉ
が
デ
ピ

識
ユ
ー
し
た

不
テ
ネ
ー
シ
ー

州
メ
ン
フ

蝉霊忽
パ展クポ而画

儒誉＆展廊美
４展４４ン了４

兎“展ル〈術
１１１デｌ

／／／／

２
，
８
０
０
円

☆
第
旧
回
劇
団
風
斜
公
演

「
そ
の
ま
ち
う
ら
、
三
界
亭
あ
た
り
」

浬
日
（
土
）
蜘
時
・
”
日
（
日
）
型
時
．

Ⅳ
時
劇
団
道
化
座
ノ
イ
ェ
ス
タ
ジ
オ

六
甲
１
，
５
０
０
円

☆
俳
優
座
公
演

「
季
節
は
ず
れ
の
長
屋
の
花
見
」

沈
日
（
木
）
１
配
Ｈ
（
日
）
肥
時
鵡
分

塑
日
（
日
）
狸
時
釦
分
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
３
，
４
０
０
円

１
１３９
１

感
古
典
芸
能
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さ
れ
、
目
が
覚
め
る
と
砂
漠
に

囲
ま
れ
た
ア
ラ
ブ
の
宮
殿
に
居

た
。
国
王
の
前
に
さ
し
出
さ
れ

た
彼
女
は
、
意
外
に
も
思
慮
深

く
、
慈
悲
に
満
ち
た
瞳
を
し
た

そ
の
男
が
、
東
洋
の
伝
統
と
現

代
の
は
ざ
ま
で
苦
悩
し
て
い
る

の
を
知
り
、
い
つ
し
か
深
く
愛

し
合
う
よ
う
に
な
る
。
「
ハ
ー

レ
ム
」
と
は
、
永
遠
に
解
き
明

か
せ
な
い
男
女
の
関
係
を
い
う

の
か
も
し
れ
な
い
。

☆
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
読
者
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・
映
画
名
を
明

記
の
上
、
神
戸
っ
子
「
モ
ダ
ン
カ
ル
チ
ャ

ー
・
映
画
係
』
ま
で
。
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四
十
五
歳
の
ピ
ー
タ
ー
・
ウ
ィ
ア
ー
監
督
作
品
の
ア
メ
リ
カ
映

画
。
し
か
し
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
の
こ
の
監
督
の
肌
が
イ
ギ

リ
ス
映
画
の
風
格
を
思
わ
せ
る
。
こ
の
一
九
八
九
年
作
品
（
二
時

間
九
分
）
は
こ
の
三
月
二
十
六
日
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
発
表
で
そ
の

結
果
が
わ
か
る
の
だ
が
〈
作
品
〉
〈
監
督
〉
〈
主
演
男
優
〉
が
ノ
ミ

ネ
イ
ト
さ
れ
て
い
る
。

映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
一
九
五
九
年
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
エ
リ
ー
ト
を
誇
る
大
学
。
「
伝
統
」
「
名
誉
」
「
規
律
」
「
美
徳
」

を
き
び
し
く
身
に
つ
け
さ
す
。
こ
の
学
校
に
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
教
授

（
ロ
ビ
ン
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
）
が
英
語
教
師
と
し
て
赴
任
し
て
き

た
。
こ
の
教
師
、
最
初
か
ら
生
徒
た
ち
を
び
っ
く
り
さ
せ
た
。
教

、
、

科
書
を
破
っ
て
し
ま
え
と
命
じ
、
か
か
る
ろ
く
で
も
な
い
教
育
よ

り
も
〃
い
ま
に
生
き
る
″
と
教
え
、
生
徒
た
ち
は
こ
の
教
師
が
と

な
え
た
〃
死
せ
る
詩
人
の
会
″
を
実
行
し
、
こ
の
教
師
の
〃
自
由
″

〃
個
性
″
〃
勇
気
″
に
自
分
た
ち
の
ほ
ん
も
の
の
青
春
を
知
る
。

こ
れ
は
十
七
歳
の
青
春
学
校
映
画
。

監
督
の
ピ
ー
タ
ー
・
ウ
ィ
ア
ー
は
「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
・
ア
ッ
ト
・

ハ
ン
ギ
ン
グ
ロ
ッ
ク
」
で
印
象
深
い
。
女
子
学
生
た
ち
の
ピ
ク
ニ

ッ
ク
で
、
生
徒
の
ひ
と
り
が
岩
穴
か
ら
出
て
こ
な
く
な
る
恐
怖
の

集
団
女
子
生
徒
映
画
。
こ
の
ほ
か
「
誓
い
」
「
危
険
な
年
」
「
刑

事
ジ
ョ
ン
。
ブ
ッ
ク
／
目
撃
者
」
と
す
べ
て
そ
の
作
品
に
は
き
び

し
き
体
質
を
感
じ
、
な
に
か
文
明
へ
の
問
い
か
け
を
受
け
る
き
び

し
さ
が
あ
る
。

学
校
映
画
と
い
え
ば
「
ペ
ー
パ
ー
。
チ
ェ
イ
ス
」
（
一
九
七
三
）

は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
試
験
地
獄
。
テ
ィ
モ
シ
ィ
・
ハ
ツ
ト
ン

．'蝋長寿。

す
べ
て
の
若
者
に
捧
げ
る
青
春
の
貴
さ

の
主
演
。
教
授
の
ジ
ョ
ン
・
ハ
ウ
ス
マ
ン
が
好
演
し
た
。
そ
の
ほ

か
「
迂
も
し
も
」
（
一
九
六
○
）
こ
れ
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル

の
生
徒
（
マ
ル
コ
ム
・
マ
ク
ド
ウ
ェ
ル
）
の
反
抗
を
描
い
た
リ
ン

ゼ
ィ
・
ア
ン
ダ
ス
ン
監
督
の
き
び
し
い
学
生
映
画
。
こ
の
監
督
は

「
八
月
の
鯨
」
の
監
督
だ
。

こ
の
ほ
か
「
暴
力
教
室
」
（
一
九
五
四
）
ま
た
は
「
理
由
な
き

反
抗
」
（
一
九
五
五
）
・
青
春
は
楽
し
く
な
い
。
青
春
は
こ
わ
い
。

青
春
は
悲
し
い
。
け
れ
ど
も
青
春
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
そ
れ
ら
を
は

、
、
、

ね
返
す
力
を
も
持
っ
て
い
る
。

私
は
こ
の
世
で
一
番
好
き
な
の
が
学
校
で
、
こ
の
世
で
一
番
嫌

い
な
の
が
学
校
だ
っ
た
。
そ
れ
で
旧
制
中
学
以
上
は
進
学
を
あ
き

ら
め
た
。
あ
き
ら
め
た
と
い
う
よ
り
も
向
う
が
相
手
に
し
な
か
っ

た
。
け
れ
ど
も
「
い
ま
を
生
き
る
」
こ
の
映
画
の
生
徒
た
ち
す
べ

て
が
十
七
歳
。
こ
の
こ
ろ
私
は
神
戸
の
三
中
い
ま
の
長
田
高
校
の

生
徒
だ
っ
た
。
数
学
が
ゼ
ロ
で
、
た
び
た
び
教
員
室
に
呼
び
出
さ

れ
た
。
『
何
故
お
ま
え
は
、
好
き
な
映
画
く
ら
い
に
、
数
学
が
愛

せ
な
い
の
か
』
と
叱
ら
れ
て
私
は
『
そ
れ
は
無
理
で
す
』
と
答
え

て
ま
た
叱
ら
れ
た
。
け
れ
ど
も
こ
の
学
校
は
実
に
自
由
で
図
画
の

時
間
に
リ
ン
ゴ
を
黒
く
描
い
た
生
徒
を
も
叱
ら
ず
、
私
が
狂
気
を

も
っ
て
す
す
め
た
映
画
「
ス
テ
ラ
・
ダ
ラ
ス
」
を
、
つ
い
に
三
名

の
教
師
が
新
開
地
に
ま
で
行
っ
て
見
て
き
た
。
あ
く
る
日
、
感
激

の
あ
ま
り
私
を
呼
び
つ
け
、
こ
の
映
画
を
全
生
徒
に
見
せ
よ
う
と

告
げ
た
。

×

×

「
い
ま
を
生
き
る
」
は
自
分
を
と
り
一
戻
せ
と
新
任
の
ジ
ョ
ン
。

『
い
ま
を
生
き
る
』

ｌ
ｏ
ｍ
正
二
○
ｍ
『
の
の
○
○
一
ｍ
。

１
４０
１
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１
１４
１

１．$
r＃

よ

青
春
を
無
駄
に
し
て
は
な
ら
ぬ
。
一
本
の
映
画
が
私
た
ち
に
呼

び
か
け
る
そ
の
生
命
へ
の
忠
告
が
、
の
ち
の
ち
ま
で
も
如
何
に
重

大
な
〃
命
の
鞭
″
と
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
か
。

鼠
．

Ｐ

教授（口ピン・ウイリ
に、教科書を破ってし
という日を精一杯生き
神戸新聞会館シネマで
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に
、
「
若
い
女
性
を
は
じ
め
、

レ
ト
ロ
な
も
の
に
関
心
深
い
人

も
多
く
、
現
代
的
な
都
市
空
間

ふ
る
さ
罪

に
お
け
る
心
の
故
郷
を
残
し
た

い
」
と
、
運
動
を
続
け
て
い
く

意
志
を
再
確
認
し
た
。

☆
「
酒
恋
い
の
会
」
発
足
会

キ
ャ
ン
テ
ィ
で
開
か
れ
る

３
月
３
日
午
後
５
時
半
よ
り

ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
－
階
に
あ

る
〃
ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ
〃
で

「
酒
恋
い
の
会
」
の
発
足
会
が

開
か
れ
、
神
戸
の
著
名
人
ら
約

帥
名
が
集
ま
っ
た
。

当日は望月先生の「動の画」の披露も

☆
神
戸
ハ
イ
ボ
ー
ル

弱
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る

昭
和
酌
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て

以
来
、
神
戸
っ
子
に
親
し
ま
れ

て
き
た
〃
神
戸
ハ
イ
ボ
ー
ル
〃

が
、
朝
日
会
館
建
て
替
え
に
伴

い
、
３
月
蛎
日
に
営
業
を
終
え
、

閉
店
し
た
。

「
神
戸
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ら

一
度
は
立
ち
寄
っ
た
こ
と
が
あ

る
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
同
店
の

閉
店
を
惜
し
む
人
は
少
な
く
な

く
、
連
日
な
じ
み
客
が
詰
め
か

け
別
れ
を
告
げ
た
。

ま
た
９
日
に
は
、
朝
日
会
館

の
保
存
運
動
で
知
ら
れ
る
「
港

ま
ち
神
戸
を
愛
す
る
会
」
（
武
田

則
明
会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
り
記
念
撮
影
を
行
う
と
と
も

び
っ

凸

メ
ニ
ュ
ー
も
軽
食
を
は
じ
め

豊
富
に
取
り
揃
え
ら
れ
て
い
る

が
、
な
か
で
も
お
す
す
め
は
、

朝
の
〃
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
″

（
剛
円
）
。
こ
れ
は
一
晩
ミ
ル
ク

と
卵
に
つ
け
て
か
ら
焼
く
と
い

っ
た
手
の
擬
り
ょ
う
で
、
「
世

界
一
お
い
し
い
」
と
、
も
っ
ぱ

ら
の
評
判
だ
と
か
。

今

緋

｢ 港まち神戸を愛する会」のメンバー

れ
か
ら
も
会
を
続
け
て
い
き
、

酒
の
味
の
う
つ
り
か
わ
り
を
み

な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

ま
た
同
会
の
会
長
、
顧
問
に

は
全
会
一
致
で
そ
れ
ぞ
れ
鈴
木

正
幸
・
神
戸
大
学
教
授
、
書
家

の
望
月
美
佐
さ
ん
が
選
出
さ
れ

た
。☆

世
界
一
お
い
し
い
フ
レ
ン
チ

ト
ー
ス
ト
を
あ
な
た
も

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
に
あ

る
〃
レ
ス
ト
ラ
ン
・
カ
メ
リ

ア
〃
は
、
明
る
く
広
い
店
内
に

加
え
、
日
本
庭
園
や
メ
リ
ケ
ン

パ
ー
ク
を
眺
め
渡
せ
る
抜
群
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
、
格
好
の
デ

ー
ト
＆
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

鋤
鋸
癖
塀
溌
鐸
鍔
瞬
癖
》
》
額
睦

「
瀧
鯉
の
新
酒
〃
サ
ケ
ヌ
ー
ボ

ー
″
と
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
む
」
こ

と
を
目
的
と
し
た
同
会
の
主
催

者
で
あ
る
木
村
喬
二
・
木
村
酒

造
株
式
会
社
社
長
は
席
上
、
「
こ

１
１４２
１

落ち着いた大人の雰囲気が漂う

開放的なピクチャー・ウインドーは圧巻

朝
一
番
に
行
っ
て
、
「
や
わ
ら

か
な
陽
差
し
を
浴
び
て
朝
食
」

と
シ
ャ
レ
込
む
の
も
い
い
。

■
神
戸
市
中
央
区
波
止
場
町
２
番
１
号

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
内
Ａ
Ｍ
７
１
翌

Ａ
Ｍ
１
無
休
奮
錨
－
０
１
１
１

☆
街
が
た
そ
が
れ
に
染
ま
れ
ば

素
敵
な
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
を

中
山
手
１
丁
目
の
バ
ス
停
前

に
あ
る
〃
メ
ロ
ン
屋
″
は
、
石

垣
造
り
を
模
し
た
バ
ー
風
の
フ

ラ
ン
ス
料
理
の
お
店
。
一
見
、

入
り
ず
ら
い
店
構
え
だ
が
、
思

い
切
っ
て
中
に
入
る
と
、
そ
こ

霧

に
は
落
ち
着
い
た
、
ム
ー
ド
た

っ
ぷ
り
の
空
間
が
広
が
る
。

さ
て
メ
ニ
ュ
ー
だ
が
、
お
す

す
め
は
〃
Ｂ
コ
ー
ス
〃
（
３
千
Ⅷ

円
）
、
〃
Ｃ
コ
ー
ス
〃
（
６
千
円
）

等
だ
が
、
２
人
で
行
く
な
ら
〃

カ
ッ
プ
ル
デ
ィ
ナ
ー
″
（
９
千

円
）
が
絶
対
に
お
得
。
会
社
帰

り
な
ら
女
性
同
士
で
、
週
末
な

ら
デ
ー
ト
に
一
度
は
利
用
し
て

み
た
い
店
だ
。

国
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
１
１
あ
ｌ
３

中
塚
ビ
ル
ー
Ｆ
Ｐ
Ｍ
５
１
翌
Ａ
Ｍ
２

第
１
、
３
火
咽
休
湾
唖
１
８
６
８
６
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墜混塁…．

味
し
い
店
」
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。昼

は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
夜
は

常
連
客
で
に
ぎ
わ
う
同
店
の
味

☆
エ
ス
ニ
ッ
ク
ム
ー
ド
溢
れ
る

不
思
議
な
お
店

北
野
坂
の
イ
タ
リ
ア
ン
・
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
〃
タ
ト
ゥ
フ

オ
〃
の
横
の
怪
し
気
な
雰
囲
気

の
階
段
を
降
り
る
と
、
そ
こ
は

多
国
籍
料
理
の
〃
東
方
味
市
場

オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ス
ー
ク
〃
。

日
本
人
向
け
に
ア
レ
ン
ジ
し

の
秘
密
は
「
豆
の
ブ
レ
ン
ド
法

と
サ
イ
フ
ォ
ン
で
流
れ
る
と
き

の
時
間
配
分
で
す
」
と
、
店
長

の
矢
野
さ
ん
。

コ
ー
ヒ
ー
党
の
あ
な
た
を
決

この日は「部下に囲まれた上司」でした

し
て
絶
望
さ
せ
な
い
店
だ
。

風
神
戸
市
兵
庫
区
水
木
通
２
１
２
１
２

Ａ
Ｍ
７
圭
犯
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
（
平
日
）

Ａ
Ｍ
７
恥
犯
ｌ
Ｐ
Ｍ
７
（
祝
祭
日
）

日
唄
休
茸
姉
１
６
７
６
０

☆
都
会
の
海
に
泳
ぐ
愉
快
な

仲
間
が
今
夜
も
集
ま
る

神
戸
サ
ウ
ナ
を
南
へ
下
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
〃
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
〃

に
は
、
帥
年
代
の
モ
ー
タ
ウ
ン

や
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
の
ソ
ウ

ル
ナ
ン
バ
ー
、
ｍ
年
代
の
ア
メ

リ
カ
ン
ロ
ッ
ク
が
鳴
り
響
く

中
、
毎
晩
愉
快
な
仲
間
が
集
ま

る
。
客
層
は
医
者
、
教
師
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

…
と
様
々
。

１
１４３
１

現地で買い付けた3 0 0 の小物が店内を飾る

た
、
東
南
ア
ジ
ア
の
料
理
が
若

い
女
性
に
う
け
て
い
る
そ
う
だ

が
、
メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
も
〃
ミ

ー
フ
ゴ
レ
ン
〃
（
捌
円
）
、
〃
ナ
シ

ゴ
レ
ン
″
（
剛
円
）
と
、
さ
っ

ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。
で
も
ご
安

心
を
。
オ
ー
ダ
ー
を
と
る
と
き

に
、
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
た

り
、
サ
ン
プ
ル
を
持
っ
て
き
て

く
れ
た
り
と
、
サ
ー
ビ
ス
満
点
。

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
店
に
飽
き

た
人
に
は
ピ
ッ
タ
リ
の
店
だ
。

国
神
戸
市
中
央
区
加
納
町
４
１
７
１
７

神
三
ピ
ル
Ｂ
１
Ｆ
営
業
は
Ｐ
Ｍ
５
よ
り

（
第
３
日
晒
休
）
宮
迩
１
２
５
１
８

☆
コ
ー
ヒ
ー
に
う
る
さ
い
方
に

新
開
地
（
大
開
通
り
）
の
神

戸
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
の
真
裏
に
あ
る

〃
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ウ
ス
〃
は
神
戸

で
も
有
数
の
「
コ
ー
ヒ
ー
の
美

鍔；

店
内
に
は
約
即
本
の
ボ
ト
ル

が
並
び
、
何
を
選
ん
だ
ら
い
い

か
迷
っ
て
し
ま
う
が
、
値
段
が

と
て
も
安
く
、
色
々
な
お
酒
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

肩
ひ
じ
張
ら
ず
に
入
れ
る
店

な
の
で
、
今
日
こ
れ
か
ら
の
ア

フ
タ
ー
５
に
の
ぞ
い
て
み
て
は

い
か
が
。

国
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
２
１
㈹
１

脚
Ｐ
Ｍ
６
１
Ａ
Ｍ
Ｏ
（
日
咽
休
）

官
知
１
４
４
９
６

さりげなく飾られたジャケットが憎い
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神戸が熱く燃える

⑪

ま
た
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
最

終
日
の
メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
、
今
年
よ
り
東
遊
園
地

と
播
磨
町
筋
の
２
カ
所
に
ス
テ

ー
ジ
が
設
け
ら
れ
舞
踊
や
ダ
ン

ス
が
行
わ
れ
る
。

そ
の
他
お
ま
つ
り
行
進
（
光

の
塔
ｌ
大
丸
西
）
、
元
町
パ
レ

ー
ド
（
大
丸
北
ｌ
ホ
テ
ル
シ
ェ

坂
井
さ
ん
は
明
治
“
年
佐
賀

県
生
ま
れ
。
昭
和
超
年
兵
庫
県

勤
務
。
そ
の
後
兵
庫
県
警
察
本

部
長
、
警
察
庁
長
官
官
房
長
、

☆
今
年
も
や
っ
て
き
た

神
戸
ま
つ
り
の
季
節

今
年
で
第
加
回
を
迎
え
た
神

戸
ま
つ
り
の
概
要
が
決
っ
た
。

「
愛
。
ま
つ
り
・
は
た
ち
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
５
月
肥
ｌ
加

日
の
３
日
間
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー

ド
や
元
町
通
り
周
辺
で
華
や
か

に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

＝

剣

１
１４４
１

陽
春
の
一
日
、
誕
生
日
あ
り
が
と
う

連
動
の
楽
し
い
つ
ど
い
に
是
非
ご
参
加

下
さ
い
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

師
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
８
１
１
１
６

神
戸
国
際
会
館
１
階
郵
便
局
の
隣

宮
０
７
８
１
２
３
１
１
２
１
１
４

溺
周
年
感
謝
の
つ
ど
い
開
催

今
年
の
５
月
８
日
は
誕
生
日
あ
り
が

と
う
述
動
の
溺
周
年
記
念
日
で
す
。
園

児
や
ち
え
遅
れ
の
子
た
ち
で
、
次
の
よ

う
な
楽
し
い
つ
ど
い
を
開
き
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
こ
し
下
さ
い
。

記

。
５
月
哩
日
（
土
）

午
後
２
時
１
４
時

・
神
戸
市
勤
労
会
館
体
育
館
（
８
階
）

中
央
区
雲
井
通
５
丁
目
１
１
２

・
歌
や
リ
ズ
ム
と
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む

出
演
み
ん
な
げ
ん
き
幼
児
教
育
研

究
会

主
宰
米
田
和
正
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
幼
児
番
組
の
「
お
母
さ
ん

と
一
緒
」
出
演
及
び
構
成
）

溺
周
年
感
謝
の
風
船
を
あ
げ
る

・
参
加
招
待
先
（
順
不
同
）

本
運
動
の
協
力
園
及
び
一
般
園
の
園

児
、
卒
園
児
、
障
害
児
施
設
幼
児
、
神

戸
市
立
小
学
校
障
害
児
学
級
、
養
溌
学

校
児
童
、
保
護
者
と
先
生

・
後
援
（
順
不
同
）

神
戸
市
神
戸
市
教
育
委
員
会
神

戸
市
立
幼
稚
図
長
会
神
戸
市
私
立

幼
稚
園
述
盟
神
戸
市
保
育
園
連
盟

神
戸
市
立
小
学
校
長
会
神
戸
市
立

盲
独
謹
学
校
長
会
神
戸
市
社
会
福

祉
協
議
会
神
戸
新
川
厚
生
覗
業
団

・
協
賛

株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ア

レ
ナ
）
、
サ
ン
バ
広
場
（
京
町

筋
）
と
い
っ
た
行
事
が
、
見
る

側
も
参
加
す
る
側
も
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

回
参
加
申
し
込
み
、
問
合
わ
せ
は
神
戸
市

民
祭
鰻
会
衝
３
３
１
１
２
４
１
３
ま
で

☆
坂
井
元
県
知
事
を
偲
ん
で
し

め
や
か
に
県
民
葬

県
知
事
を
４
期
蝿
年
間
務
め

た
故
坂
井
時
忠
さ
ん
（
１
月
四

日
逝
去
）
の
兵
庫
県
民
葬
が
、

２
月
鯛
日
に
県
立
文
化
体
育
館

で
営
ま
れ
た
。

生
前
の
坂
井
さ
ん
の
温
厚
で

誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
る
人
柄
を

物
語
る
よ
う
に
、
各
界
か
ら
３

０
０
０
人
近
い
参
列
者
が
最
後

の
別
れ
を
告
げ
た
。

同
警
務
局
長
等
を
歴
任
。
副
知

事
を
経
て
、
妬
年
よ
り
知
事
に

就
任
。
釦
年
に
退
任
す
る
ま

で
、
半
世
紀
近
く
兵
庫
県
に
尽

く
し
て
こ
ら
れ
た
。

今
日
の
神
戸
の
繁
栄
と
発
展

を
も
た
ら
し
た
坂
井
さ
ん
の
偉

大
な
功
績
に
、
改
め
て
頭
が
下

が
る
想
い
が
す
る
。

☆
大
丸
が
旧
居
留
地
に

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
を

大
丸
神
戸
店
が
同
店
南
側
の

旧
居
留
地
に
建
設
中
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ピ
ル
「
ジ
ー
ニ
ア
ス
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
。
そ
の
概
要
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

パ
リ
一
と
評
判
の
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
店
「
メ
ゾ
ン
・
デ
ュ
・
シ

ョ
コ
ラ
」
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
エ

ア
シ
ョ
ッ
プ
「
エ
・
ヴ
ー
」
、
ミ

ラ
ノ
で
大
人
気
の
ブ
ラ
ウ
ス
、

シ
ャ
ツ
を
扱
う
「
ナ
ラ
・
カ
ミ

ー
チ
ェ
」
な
ど
遁
店
の
飲
食
店
、

ブ
テ
ィ
ッ
ク
等
が
入
居
す
る
。

「
リ
ブ
・
ラ
ブ
・
ウ
エ
ス
ト
」

「
ブ
ロ
ッ
ク
釦
」
と
並
ん
で
旧

居
留
地
の
活
性
化
へ
の
影
響
も

大
と
な
る
だ
ろ
う
。

尚
オ
ー
プ
ン
は
４
月
別
日
。

☆
関
学
の
旧
礼
拝
堂
が

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

関
西
学
院
発
祥
の
地
、
王
子

公
園
西
の
原
田
の
森
に
現
存
す

る
旧
礼
拝
堂
が
、
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
し
て
開
放
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

= ＝ q 註盤一
坂弁さん安らかに

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
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４
月
肥
日
午
後
６
時
訓
分
よ

り
ジ
ー
ベ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
て
。

前
売
２
５
０
０
円
、
当
日
２
０

０
０
円
。

シ
津
①
司
己
一
目
角
は
一
定
の

ジ
ャ
ン
ル
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な

く
国
内
外
で
演
奏
活
動
を
行
っ

て
い
る
５
人
グ
ル
ー
プ
で
、
籾

年
末
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ツ
ア
ー

後
、
初
め
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
と

な
る
。今

回
の
ス
テ
ー
ジ
に
は
雅
楽

の
演
奏
家
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

等
が
集
い
、
新
た
な
音
の
出
会

い
を
演
出
す
る
。

★
そ
の
二
・
セ
イ
ブ
ザ
バ
ー
ド

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
目
神
戸

５
月
ｎ
日
午
後
７
時
よ
り
神

戸
ユ
ニ
オ
ン
チ
ャ
ー
チ
に
て
。

一
般
４
０
０
０
円
、
日
本
野
鳥

の
会
会
員
３
５
０
０
円
。

（
財
）
日
本
野
鳥
の
会
兵
庫
県

支
部
の
主
催
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ

ク
ギ
タ
リ
ス
ト
松
田
晃
演
さ
ん

の
コ
ン
サ
ｉ
卜
。

音
楽
フ
ァ
ン
に
対
し
て
自
然

保
護
運
動
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
、
収
益
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
守

る
活
動
資
金
に
使
わ
れ
る
。

☆
〃
か
ん
し
ん
″
が

さ
わ
や
か
体
操
開
講

共
感
。
対
話
・
信
頼
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
、
地
域
に
密
着
し
た

「
と
き
め
き
バ
ン
ク
」
を
目
指

す
関
西
信
用
金
庫
〃
か
ん
し
ん
″

が
、
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
の
た
め

の
「
さ
わ
や
か
体
操
」
を
開
講

す
る
。
「
一
生
を
さ
わ
や
か
に
」

て
い
た
王
子
図
書
館
の
Ｊ
Ｒ
六

甲
道
へ
の
移
転
に
伴
い
、
こ
の

度
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

使
用
に
関
す
る
詳
細
は
ま
だ

未
定
だ
が
、
来
年
末
ま
で
に
は

オ
ー
プ
ン
の
運
び
と
な
り
そ
う

で
あ
る
。

☆
ギ
フ
ト
は
「
物
」
を
贈
る
時

代
か
ら
感
動
を
贈
る
時
代
へ

こ
の
礼
拝
堂
は
１
９
０
４
年

に
建
築
さ
れ
、
ゴ
シ
ッ
ク
風
の

赤
レ
ン
ガ
造
り
で
、
「
ブ
ラ
ン

チ
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
チ
ャ
ペ
ル
」

と
名
付
け
ら
れ
て
市
民
に
も
親

し
ま
れ
て
い
た
。

昨
年
４
月
に
、
当
時
使
わ
れ

海
市
帖

鈴
木
漠
縞

会場は様々なギフトがいっぱい､ ノ

率
蕊
闇鍵鰯鍵；

息懲

ギャラリーになる現在の礼拝堂 1 9 0 4 年建築当時の旧礼拝堂

３
月
１
．
２
日
の
両
日
、
ポ

ー
ア
イ
の
神
戸
国
際
展
示
場
に

て
「
第
３
回
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
西
日
本
」

（
㈱
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
社
主
催
）

が
開
催
さ
れ
た
。
パ
ー
ソ
ナ
ル

ギ
フ
ト
と
生
活
雑
貨
の
国
際
見

本
市
と
し
て
は
我
が
国
最
大
の

規
模
を
誇
る
。

今
年
の
出
展
社
は
”
社
伽
小

間
、
来
場
者
数
は
延
べ
３
万
５

千
人
の
大
盛
況
と
な
っ
た
。

今
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
融
合
時
代
。
新
市
場
と
流
通

の
先
取
」
。
当
日
は
西
日
本
圏

の
有
力
百
貨
店
、
ギ
フ
ト
シ
ョ

ッ
プ
イ
ン
テ
リ
ア
シ
ョ
ッ
プ
等

の
バ
イ
ヤ
ー
が
来
場
、
新
時
代

へ
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ギ
フ
ト
情
報

を
収
集
し
て
い
た
。
高
い
評
価

を
得
て
い
る
こ
の
シ
ョ
ー
は
次

回
９
月
妬
日
よ
り
同
会
場
で
開

催
さ
れ
る
予
定
。

○
最
新
コ
ン
サ
ー
ト
情
報

☆
そ
の
一
・
音
師
た
ち
の
遊
宴

跨
津
の
吋
己
旨
冒
の
廓
コ
ン
サ

ー
ト

図
書

ガ
イ
ド繍

蕊
。

145

昭
和
鎚
年
に
亡
く
な
っ
た
著
者
の
競

馬
エ
ッ
セ
イ
が
続
々
と
発
刊
さ
れ
て
い

る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
か
ら
は
３
巻
、
新
書
館

か
ら
も
７
巻
が
復
刻
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
こ
こ
２
，
３
年
の
競
馬
ブ
ー
ム
に

乗
じ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
が
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

は
別
冊
宝
島
と
し
て
も
競
馬
本
に
力
を

入
れ
て
い
る
）
、
奇
才
「
寺
山
修
司
」

の
奇
智
を
出
版
す
る
細
錐
者
の
大
胆
さ

に
賛
辞
を
伽
り
た
い
。

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
出
版
局
刊
１
２
３
０
円
）

本
書
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
に
続
く
〃
軌
跡
シ
リ
ー
ズ
〃
の

鰯
三
抑
。
同
シ
リ
ー
ズ
で
は
楽
諮
が
戦

せ
ら
れ
、
音
楽
の
理
論
面
か
ら
の
言
及

が
な
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
多
数
あ
る
。

楽
譜
を
読
珍
な
い
人
に
は
、
難
解
な
本

だ
と
捉
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
そ
う
い
っ

た
箇
所
を
飛
ば
し
読
み
し
て
も
、
著
者

の
ハ
イ
ド
ン
に
対
す
る
思
い
が
い
か
な

る
も
の
か
は
充
分
に
わ
か
る
。

（
音
楽
の
友
社
刊
１
８
０
０
円
）

綴
者
の
作
品
を
中
心
に
編
ま
れ
た
辿

句
集
。
春
・
夏
・
秋
・
冬
に
分
類
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
の
情
景
と

い
っ
た
も
の
が
、
「
時
雨
ふ
る
夜
』
「
肌

寒
の
酒
ぬ
く
め
」
な
ど
、
日
本
人
的
磁

性
で
的
砿
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
編

者
と
永
山
圭
介
氏
に
よ
っ
て
生
れ
た
海

市
の
会
に
多
彩
な
ゲ
ス
ト
を
迎
え
て
厳

選
さ
れ
た
作
品
群
に
は
、
失
く
し
て
し

ま
っ
た
〃
日
本
″
が
現
出
す
る
。

（
書
卸
季
節
社
刊
１
８
０
０
円
）
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に
お
け
る
時
間
の
ゆ
と
り
も

非
常
に
大
き
く
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
す
べ
て
が
変
化
し

た
今
、
文
化
の
問
題
は
行
政

が
真
正
面
か
ら
取
り
組
む
べ

き
公
事
と
な
っ
た
」
こ
れ
は

梅
悼
忠
夫
氏
（
国
立
民
族
学

博
物
館
長
）
の
講
演
の
中
の

言
葉
で
あ
る
。
ま
さ
に
重
大

な
る
指
摘
で
あ
る
。

兵
庫
県
は
さ
る
二
月
二
十

八
日
に
地
域
振
興
や
芸
術
文

化
面
の
財
源
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
一
挙
に
、
二
百
億
円

の
基
金
を
設
置
す
べ
く
予
算

案
を
追
加
提
案
し
た
。
地
域

振
興
基
金
に
百
二
十
億
円
、

と
い
う
こ
と
で
、
す
で
に
さ
わ

や
か
大
学
を
開
い
て
い
る
同
金

庫
が
、
今
回
は
健
康
面
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
、
講
座
を
開
く
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

関
西
信
用
金
庫
本
店
・
各
支
店

雷
３
３
２
１
５
１
５
１
㈹

☆
・
ブ
テ
ィ
ッ
ク
店
長
は

必
読
の
書
で
す

２
年
前
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業

界
初
の
「
マ
ン
ガ
で
読
む
業
界

入
門
書
」
と
し
て
出
版
さ
れ
た

『
チ
ェ
リ
ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム
物

語
」
の
続
篇
が
２
月
か
ら
書
店

に
並
ん
で
い
る
。
『
チ
ェ
リ
ー

ブ
ロ
ッ
サ
ム
物
語
Ⅱ
』
と
題
さ

れ
た
こ
の
第
二
弾
で
は
、
主
人

公
の
里
美
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
メ

ー
カ
ー
の
店
長
と
し
て
成
長
し

て
い
く
姿
を
描
い
て
い
る
。

兵
庫
県
の
決
断
に
喝
采

「
従
来
、
文
化
と
い
う
問

題
は
、
．
い
わ
ば
個
人
の
楽
し

み
ご
と
、
あ
る
い
は
個
人
的

な
趣
味
の
問
題
と
し
て
扱
わ

れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
が
、

今
日
で
は
も
は
や
私
事
の
扱

い
で
は
済
ま
な
い
。
国
民
の

教
養
は
著
し
く
高
度
化
し
、

ま
た
所
得
も
増
大
し
、
生
活

花時計

ｊ
ｌ４６
Ｉ

自
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
元
に
書
き

上
げ
た
い
わ
ば
「
店
長
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

回
問
い
合
わ
せ
〒
知
大
阪
市
北
区
西
天

満
６
１
３
１
Ⅷ
梅
田
べ
ｌ
ス
ー
＃
Ⅷ

宮
０
６
１
３
６
４
１
２
１
７
３

★
留
学
生
・
と
語
り
合
い
な
が
ら

語
学
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か

神
戸
大
学
大
学
院
の
留
学
生

☆
昨
年
哩
月
２
日
小
磯
良
平
画
伯
の
次

女
嘉
納
邦
子
さ
ん
の
依
頼
に
よ
り
、
梅

田
近
代
美
術
館
内
に
「
小
磯
良
平
鑑
定

委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
榊
成
メ
ン

バ
ー
は
、
野
呂
好
徳
（
代
表
）
、
土
井

憲
治
、
土
井
洋
三
、
土
井
弘
二
、
土
井

憲
一
、
新
井
紘
一
、
武
市
憲
治
、
川
田

哲
也
、
矢
倉
喜
八
郎
、
山
下
頼
兼
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
／
増
田
洋
、
島
田
康
寛
、

進
藤
蕃
、
石
阪
春
生
、
小
島
俊
男
、
事

務
局
／
山
中
文
弘
、
村
上
隆
徳
の
各

氏
。
鑑
定
委
員
会
は
、
偶
数
月
の
２

日
。
鑑
定
料
２
万
円
、
鑑
定
証
発
行
料

２
万
円
。
〒
副
大
阪
市
北
区
曽
根
崎
２

１
３
１
７
梅
新
第
一
生
命
ピ
ル
束
館
６

Ｆ
ロ
０
６
１
３
６
４
１
５
０
７
１

★
（
財
）
兵
庫
県
文
化
協
会
理
事
長
山
本

敏
雄
氏
が
、
県
生
活
文
化
部
長
在
任
中

か
ら
続
け
て
こ
ら
れ
た
「
小
さ
な
花
描

展
」
を
、
３
月
訓
日
（
金
）
’
４
月
１

日
（
日
）
迄
、
県
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ

ー
特
別
展
示
室
で
開
催
し
た
。
本
年
で

第
、
回
を
数
え
る
こ
と
に
な
り
、
祝
賀

懇
親
会
が
３
月
釦
日
午
後
６
時
か
ら
兵

庫
県
民
会
館
７
Ｆ
餌
の
間
で
催
さ
れ

た
。
花
博
開
祁
を
前
に
「
小
さ
な
花
描

展
」
の
オ
ー
プ
ン
は
何
よ
り
の
企
画
。

☆
大
衆
演
劇
を
六
甲
に
呼
ぶ
会
が
生
れ

ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
地
域
の
一
員
と

し
て
生
活
し
た
い
と
あ
え
て
一
人
暮
し

を
続
け
て
い
る
障
害
者
と
そ
の
友
人
の

出
会
い
か
ら
生
れ
、
メ
ン
バ
ー
は
ｎ

名
。
学
童
保
育
を
中
心
に
、
六
考
会

（
元
正
章
代
表
）
の
メ
ン
バ
ー
が
支

援
。
尼
崎
か
ら
天
満
座
の
プ
ロ
劇
団
が

出
演
し
、
６
月
型
日
（
日
）
に
開
催
を
予

定
。
場
所
「
道
化
座
」
ス
タ
ジ
オ
（
灘

区
六
甲
町
）
問
合
せ
森
末
久
子
さ
ん
宮

８
１
１
１
８
６
６
９

☆
神
戸
市
立
兵
庫
中
学
校
（
見
学
哲
哉

校
長
）
で
は
、
今
年
度
神
戸
市
教
育
委

員
会
の
指
定
を
受
け
た
「
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
推
進
事
業
」
の
一
環
と
し

て
、
自
主
活
動
に
よ
る
学
習
を
、
神
戸

市
内
班
別
学
習
を
実
施
。
３
月
西
日
、

時
よ
り
、
山
田
久
美
子
班
長
他
５
堵
が

神
戸
っ
子
編
集
室
に
来
室
。
ダ
ウ
ン
誌

と
神
戸
に
つ
い
て
学
習
。

、
訂
正
と
お
詫
び
本
誌
３
月
号
ね
ぺ

Ｉ
ジ
の
写
真
説
明
で
、
松
田
神
戸
新
聞

副
社
長
と
あ
る
の
は
常
務
に
、
Ⅷ
ペ
ー

ジ
の
名
刺
広
告
で
東
神
物
産
社
長
富
永

幹
夫
は
富
永
幹
太
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
訂

正
し
お
致
ぴ
詫
し
ま
す
。

原
作
者
の
工
藤
純
子
さ
ん
は

現
在
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ー
マ
ン

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
販
売
促
進
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
て
お
り
、

ー

⑪
云
○
ｍ
ｍ
で
。
⑫
『

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
基
金
と

し
て
八
十
億
円
を
フ
ァ
ン
ド

す
べ
く
提
案
さ
れ
た
。

こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
快
挙

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
県

の
決
断
に
敬
意
を
払
い
た

い
。

「
文
化
行
政
」
に
つ
い
て

は
国
を
頼
っ
て
も
た
い
し
た

期
待
は
で
き
な
い
。
「
地
方

の
時
代
」
の
文
化
へ
の
対
応

は
ま
ず
、
地
方
自
治
体
が
ど

ん
と
引
受
け
る
べ
き
だ
。
力

の
あ
る
都
市
は
、
地
域
へ
の

還
元
に
「
文
化
基
金
」
を
持

つ
べ
き
で
あ
る
。

八
Ｙ
Ｖ

たかがマンガというなかれ

を
講
師
と
し
て
、
中
国
語
、
韓

国
語
、
英
語
の
講
習
会
が
開
か

れ
る
。４

月
銅
日
よ
り
９
月
末
ま
で

各
ク
ラ
ス
共
に
毎
週
１
回
１
時

間
訓
分
の
授
業
予
定
で
、
定
員

は
妬
名
ず
つ
。

こ
の
講
習
会
は
、
神
戸
南
Ｒ

Ｖ
Ｃ
（
幻
○
薗
吋
『
ぐ
○
盲
具
の
関

○
○
ｓ
の
）
の
主
催
に
よ
る
も
の

で
、
日
頃
接
触
す
る
機
会
の
少

な
い
留
学
生
と
交
流
を
持
つ
こ

と
と
、
留
学
生
に
経
済
的
な
援

助
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
鰯

語
学
に
興
味
の
あ
る
方
は
是

非
ど
う
ぞ
。

圃
詳
し
く
は
そ
ご
う
神
戸
店
店
長
室
井
口

淳
子
さ
ん
ま
で
宮
２
２
２
１
８
０
０
０

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



回上記チケットを御希望の方は、ハガキに住所･ 氏名･ 会員N o . ・電話番号・希望枚数
を明記の上、〒6 5 0 中央区束町1 1 3 - 1 大神ピル９Ｆ月刊神戸っ子・神戸っ子倶楽部まで
回上記チケットを御希望の方は、ハガキに住所･ 氏名･ 会員N o . ・電話番号・希望枚数
を明記の上、〒6 5 0 中央区束町1 1 3 - 1 大神ピル９Ｆ月刊神戸つ子・神戸っ子倶楽部まで

1４７

☆' ９０K o b e C c ⑧ＣｌｕｂｎｅｗＳ３３ ☆K o b e c c o c l u b 会員情報
悪賊若のためのコミュニケーションサロン

神戸っ子倶楽部新会員
継続会員ご案内

回伸パヮ子倶楽部では、ただ今会員を募築して
います。会員の方には「月刊神戸っ子」を１年
分お届けします。また、神戸っ子倶楽部の会報
とi _ , て、i ~ 月刊神戸っ子_ : の誌而上に、「神戸っ
子倶楽部二１．･ ス」を毎月１劃１，会員の動き芯
ど椴庵な精報を提供します。さらに年２回、文
化性の高いイベント〈コンサート、美術展、演
劇なめに特別剖引または無料でご招待いたし
ます。年会費（入会金を含む）は１万円です。
神戸を愛する人たちのカルチャークラブ「神

戸っ子倶楽部｣ 。あなたもご入会になって豊か
な神戸っ子ライフをお楽しみになりませんか。
会貝の方は有効期限をお碇めのうえ、継続会
負として年会費をお納めください。
口入会申込・お問合せは‐一
Ｏ
Ｌ
Ｘ

鰯
Ｅ
Ａ

〒
Ｔ
Ｆ

神戸市中央区東町1 1 3 ノ１大神ビル９Ｆ
・0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6
0 7 8 - 3 3 1 - 2 7 9 5

月刊神戸っ子恒例「' 9 0 世界の酒まつ
りｌを会員様特別料金で御優待！
月刊神戸っ子恒例「' 9 0 世界の酒まつり巻が
今年も開催されます。今年は４月1 7 日( 火) 神
戸ポートピアホテル「借楽の間」にて午後６
時より開場。神戸の文化を推進する為創設し
た第1 9 回ブルーメール賞の表彰式も同日行い
ます。
ゲストには、あの鳳蘭さんを迎え、華麗で

楽しいショータイムも用意しております。
このパーティチケットを正規料金1 5 , 0 0 0 円
のところ会員様に限り、1 4 , 0 0 0 円で御優待い
たします。
, ~ 酒まつりｊチケットを御希望の方、またはお問合せは、
月刊神戸つ子鐙集室貧( 0 7 8 ) 3 3 1 - 2 2 4 6 まで

風聞さんと華亜なひとときを

さあ！Let,sEnjoySpring〃
淡路島兵庫県フラワーセンター

＆
うずしお科学館

無料招待券をセットでプレゼント
難; 蕊涛尋…潮

春を思いきり感じて…

淡路島で、都
会の喧騒を忘れ
１日ゆっくり過
ごしたい．－そん
な会員の方に兵
庫県フラワーセ
ンター＆うずし
お科学館招待券
セ
ン
の
ゼ
す。

ツトをプレ
Ｉ, いたしま

フランス料理を気軽に楽しく〃
お食事御優待券プレゼント

ＫＯＢＥの北野にも春が漂っていま
す。ちょっとお栖落にも気合いを入れ
て、美味しいフランス料理で、素敵な
“時間”を楽しみませんか。
昨秋大好評だったハンター坂倶楽部Ｅ
の3 0 影ＯＦＦのお食事券を、今月もプレ
ゼントいたします。緑鮮やかな店内で、
吟味された食材を使った季節の味をどう
ぞ…。
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１
１４８
１

羅燃鰐

カ
メ
ー
フ
。

蕊 ヨi撮母零

神
戸
は
〃
真
珠
の
メ
ッ
カ
″
で
あ
る
。

二
百
五
十
と
も
い
わ
れ
る
養
殖
・
加
工
・
貿
易
業
者
が
、
国
内

の
約
八
○
％
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
美
と
愛
の
女
神
ア
プ
ロ
デ
ィ

ー
テ
（
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
）
が
海
の
泡
か
ら
生
ま
れ
た
よ
う
に
、
一
粒

ば
ら

ひ
と
つ
ぷ
を
海
に
芋
ま
せ
、
拾
い
上
げ
て
育
て
る
。
今
で
は
世
界

一
の
加
工
。
集
散
地
な
の
だ
。

注
ぐ
は
り

だ
か
ら
一
二
月
上
旬
、
千
葉
県
の
〃
幕
張
メ
ッ
セ
〃
を
舞
台
と
す

る
「
第
一
回
国
際
宝
飾
展
」
に
、
神
戸
の
真
珠
業
者
が
出
店
を
張
っ

た
。
見
本
市
を
手
が
け
て
は
定
評
の
あ
る
主
催
・
カ
ー
ナ
ー
ズ
・

エ
ク
ス
ポ
ジ
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
話
で
は
、
海
外
二
十
五
カ
国

か
ら
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
百
三
十
二
社
が
参
加
。
国
内
の
メ
ー
カ
ー
、

卸
商
、
輸
出
入
商
は
二
百
四
十
八
社
を
数
え
た
と
い
う
。

幕
張
メ
ッ
セ
（
正
式
名
称
は
日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

は
、
東
京
都
心
と
成
田
空
港
と
の
、
ほ
ぼ
中
間
に
あ
る
。
東
京
湾

の
千
葉
側
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
「
幕
張
新
都
心
」
計
画
の
中

核
だ
。
七
百
人
を
許
容
す
る
国
際
会
議
場
と
、
九
千
人
ま
で
入
れ

る
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
、
そ
し
て
宝
飾
展
の
主
会
場
と
な
っ
た
国
際

展
示
場
は
、
甲
子
園
球
場
が
三
つ
も
入
る
広
大
な
平
屋
で
あ
る
。

天
井
の
高
さ
三
十
腕
。
そ
の
下
に
三
百
八
十
も
の
ブ
ー
ス
が
、

昔
の
市
場
さ
な
が
ら
軒
を
連
ね
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
、
西
ド
イ

ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
政
府
出
資

るぽるた－じゆ諏戸

』ﾖ

広
田
充

幕
張
か
ら
の
伝
言

幕張メッセの第１回国際宝飾展（右）会場風景（左上）森真珠のロイヤルパールの展示（左下）

八
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
－
Ｖ

第
皿
回

有
井
基
ｌ
き
§
霞
．
塗
ミ
ー
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遍尋

「
こ
れ
だ
け
の
集
客
力
は
、
や
は
り
東

神
戸
で
や
れ
る
と
し
た
ら
関
西
新
空
港
が

ま
、
ノ
ウ
・
ハ
ウ
を
学
ん
で
お
い
て
、
そ

シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ー
ル
メ
ッ
セ
・
イ
ン
・
コ
ウ

ス
イ
ス
や
ス
ペ
イ
ン
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
・

国
際
市
場
に
切
り
込
む
森
さ
ん
の
、
自
信

昭
和
四
十
二
年
ご
ろ
空
前
の
不
況
に
見
舞

か
り
立
ち
直
っ
た
こ
と
を
代
弁
す
る
も
の

田崎真珠の賑わう展示場（左）ニューヨークのバイヤーを迎える森社長夫妻（上）

京
で
な
い
と
…
。
も
し

出
来
た
時
か
な
あ
。
い

の
時
は
〃
イ
ン
タ
ー
ナ

ベ
〃
を
や
り
ま
す
よ
」

メ
ー
カ
ー
と
提
携
し
て

た
っ
ぷ
り
な
口
調
は
、

わ
れ
た
業
界
が
、
す
っ

で
も
あ
ろ
う
。

り
置
か
れ
て
い
る
。
指

９
１
４
１
１

す
じ
向
か
い
の
ブ
ー
ス
は
「
田
崎
真
珠
」
だ
。
会
場
が
広
過
ぎ

の
ブ
ー
ス
に
、
真
珠

を
中
心
と
し
た
ジ
ュ
エ
リ
ー
が
、
ぎ
っ
し

の
出
店
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
は
世
界

的
な
有
名
ブ
ラ
ン
ド
が
ズ
ラ
リ
。
店
そ
の
も
の
よ
り
、
訪
客
の
身

に
つ
け
て
い
る
装
身
具
の
面
白
さ
に
目
を
奪
わ
れ
る
の
は
、
当
方

が
宝
飾
に
関
心
が
薄
い
せ
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
〃
宝
石
の
市
″
の
中
ほ
ど
に
、
ゴ
ー
ル
ド
パ
ー
ル
（
黄
金

色
の
真
珠
）
を
ラ
ム
ル
・
ゴ
ー
ル
ド
と
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
「
森
真

珠
」
の
店
が
あ
る
。
四
月
二
日
か
ら
読
売
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
る

朝
の
連
続
ド
ラ
マ
「
花
真
珠
」
は
、
岩
崎
良
美
の
演
じ
る
ヒ
ロ
イ

の
り
こ

ン
「
紀
子
」
が
、
神
戸
の
真
珠
商
で
働
き
な
が
ら
愛
を
は
ぐ
く
む

念

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。
ド
ラ
マ
の
紀
子
は
、
川
嶋
紀
子
さ
ん
と
礼

宮
と
の
ご
成
婚
と
平
行
し
て
六
月
に
挙
式
す
る
。
映
像
に
出
る
真

珠
な
ど
ジ
ュ
エ
リ
ー
一
切
は
森
真
珠
の
提
供
だ
と
い
う
。

ジ
ュ
ー
ン
。
プ
ラ
イ
ド
（
六
月
の
花
嫁
）
の
、
ジ
ュ
ー
ン
の
誕

生
石
は
真
珠
。
宝
飾
展
初
日
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー
か

ら
参
加
し
て
い
た
本
誌
副
編
集
長
の
小
泉
美
喜
子
さ
ん
は
「
や
っ

ぱ
り
真
珠
と
結
婚
は
、
切
り
離
せ
な
い
関
係
み
た
い
ね
。
昭
和
三

十
四
年
の
美
智
子
妃
（
皇
后
陛
下
）
ご
成
婚
の
時
も
〃
真
珠
ブ
ー

ム
〃
や
っ
た
し
ね
え
」
と
、
潮
を
読
む
口
ぶ
り
。
森
真
珠
の
社
長

・
森
隆
さ
ん
に
し
て
も
、
ブ
ー
ム
よ
再
び
、
と
ね
が
う
気
持
ち
は

変
わ
る
ま
い
。

だ
け
ど
、
こ
れ
ぐ
ら
い
の
国
際
イ
ベ
ン
ト
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
シ
テ
ィ
神
戸
で
、
や
れ
ま
せ
ん
か
？
と
聞
い
た
ら
、
森
さ
ん
が

い
っ
た
。

る
た
め
に
気
づ
か
な
い
が
、
約
十
二
平
方
勝
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輪
一
つ
、
真
珠
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
一
連
が
何
万
、
何
十
万
円
な
の
に
、

ケ
ー
ス
に
入
れ
ず
、
す
べ
て
裸
の
ま
ま
で
。

そ
こ
は
、
真
珠
業
界
で
初
め
て
株
式
上
場
さ
れ
た
大
手
の
、
懐

の
深
さ
で
あ
る
。
常
務
で
国
内
営
業
本
部
長
の
田
崎
征
次
郎
さ
ん
、

業
務
部
長
の
今
村
和
正
さ
ん
は
「
形
や
光
沢
を
ガ
ラ
ス
越
し
で
見

て
も
ら
う
よ
り
も
、
ま
ず
、
手
に
と
っ
て
い
た
だ
く
と
、
親
し
み

の
あ
る
手
ざ
わ
り
、
重
み
を
直
接
に
感
じ
て
も
ら
え
る
の
で
、
こ

ん
な
形
に
し
ま
し
た
」
と
語
る
。
盗
難
の
リ
ス
ク
よ
り
も
、
真
珠

の
よ
さ
を
触
覚
で
知
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
積
極
さ
。
ア
コ
ャ
真

珠
、
マ
ベ
真
珠
、
南
洋
真
珠
な
ど
品
質
維
持
に
集
中
し
た
技
術
を
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
エ
メ
ラ
ル
ド
な
ど
の
研
磨
・
デ
ザ
イ
ン
・
細
工

に
フ
ル
活
用
し
た
、
そ
の
成
果
が
、
宝
石
に
も
〃
鮮
度
″
が
あ
り

ま
す
、
と
い
わ
せ
る
土
台
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

会
場
で
、
神
戸
か
ら
の
客
と
出
会
っ
た
。
ペ
ニ
ー
毛
皮
店
の
社

長
・
大
島
福
栄
さ
ん
は
、
ビ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
奏
者
の
二
男
・
正
嗣
さ

ん
Ⅱ
東
京
在
住
Ⅱ
と
、
店
で
扱
っ
て
い
る
貴
金
属
の
仕
入
れ
や
下

見
を
兼
ね
て
訪
れ
た
と
い
う
。

田崎征次郎常務と今村業務部長と歪者（上）八億円の真珠をはめた打掛は人気の的
（ロイヤルパール）左下／（右上）太洋真珠、六甲真珠のブース（右下）

畿篭騨灘蝿繍繍

「
取
引
先
の
紹
待
で
来
た
ん
で
す
。
都
心
か
ら
少
し
離
れ
た
場

所
な
の
に
大
成
功
で
す
ね
。
神
戸
で
も
視
模
は
小
さ
く
と
も
、
豪

華
な
、
シ
ャ
レ
た
イ
ベ
ン
ト
は
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
真

い
主

珠
は
日
本
の
代
表
的
な
伝
統
宝
飾
で
す
が
、
現
在
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
に
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
弱
い
ん
や
な
い
で
し
ょ
う
か
」

十
年
前
、
真
珠
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
つ
け
た
大
島
さ
ん
は
、
パ
リ

で
「
す
て
き
な
パ
ー
ル
の
マ
ダ
ム
」
と
い
わ
れ
た
。
当
時
は
関
税

け
ん
ぽ
う

が
高
く
、
・
ハ
リ
で
も
高
級
品
で
手
に
入
ら
な
い
た
め
羨
望
の
目
で

み
ら
れ
た
。
そ
れ
が
今
、
ｌ

は
ん
ら
ん

「
あ
ま
り
に
も
精
巧
な
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
模
造
真
珠
）
が
氾
濫

し
て
〃
東
洋
の
神
秘
″
が
簡
単
に
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
で
し

よ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
連
珠
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
が
、
イ
ミ
テ
ー
シ

ョ
ン
な
ら
一
万
円
以
内
で
す
。
本
物
は
首
に
か
け
て
い
て
も
重
い

し
、
指
先
で
は
高
価
な
も
の
だ
か
ら
気
に
も
な
り
ま
す
よ
ね
え
。

そ
の
点
、
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
軽
い
し
、
失
く
し
て
も
惜
し
く
な

い
か
ら
、
ど
う
し
て
も
、
本
物
に
ま
で
目
が
及
ば
な
い
傾
向
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」
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他
の
宝
石
に
比
べ
て
、
カ
ッ
ト
し
た
り
、
デ
ザ
イ
ン
の
取
り
合

わ
せ
で
変
化
を
つ
け
に
く
い
だ
け
に
「
む
づ
か
し
い
な
あ
、
と
思

い
ま
す
」
と
い
う
大
島
さ
ん
の
、
い
わ
ば
〃
内
輪
″
の
実
感
で
あ

る
。そ

れ
に
対
す
る
答
え
は
、
タ
カ
ハ
シ
パ
ー
ル
の
高
橋
洋
三
さ
ん

が
、
う
ま
く
す
く
い
上
げ
る
。
洋
三
さ
ん
は
、
高
橋
利
栄
。
英
二

と
三
兄
弟
の
末
弟
で
、
現
在
、
副
社
長
だ
が
〃
パ
ー
ル
シ
テ
イ
ー

神
戸
″
接
進
協
議
会
の
、
実
質
的
な
接
進
役
だ
。

「
う
ち
は
、
基
本
的
に
は
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
ど
ん
な
形
で
も

関
わ
れ
る
立
場
に
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
は
、
素
材
と
し
て
の
真
珠

と
し
て
売
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
美
し
さ
が
、
生
活
の
中
で
う

る
お
い
を
も
た
ら
す
も
の
、
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
真
珠

の
美
が
、
生
活
の
中
へ
浸
透
し
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
か
」

か
っ
て
は
高
価
で
入
手
し
難
い
も
の
だ
っ
た
真
珠
が
、
い
ま
は
、

き
わ
め
て
身
近
な
も
の
と
な
っ
た
。
単
に
、
素
材
と
し
て
真
珠
を

あ
き
な
う
な
ら
、
そ
こ
で
行
き
止
ま
り
だ
が
、

「
普
及
し
た
か
ら
こ
そ
、
不
満
や
要
望
な
ど
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
逆
提
案
を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
素
材
プ
ラ
ス
装
飾
性
を

大
事
に
考
え
な
が
ら
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
化
す
る
。
要
は
、
ジ
ュ
エ
リ

ー
と
し
て
の
真
珠
を
、
少
し
で
も
多
く
の
人
に
認
識
し
、
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
で
す
」

そ
の
た
め
に
、
パ
ー
ル
シ
テ
ィ
推
進
協
の
十
周
年
行
事
と
し

て
、
真
珠
の
月
の
六
月
に
は
、
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の

〃
真
珠
の
間
″
で
「
パ
ー
ル
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
く
。
「
ジ
ュ

エ
リ
ー
と
し
て
の
真
珠
を
使
え
る
場
を
提
供
す
る
」
た
め
に
。

さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン
で
は
「
パ
ー
ル
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開

き
、
頁
珠
の
ま
ち
神
戸
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
、
と
い
う
。
し
か
し
、

神
戸
の
市
民
が
、
地
場
産
業
と
し
て
の
真
珠
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
親

し
み
を
感
じ
て
い
る
や
ら
。
パ
ー
ル
。
プ
リ
ン
セ
ス
の
選
出
や
、

デ
ザ
イ
ン
・
コ
ン
テ
ス
ト
も
結
構
だ
が
、
十
年
前
の
初
心
に
立
ち

帰
る
こ
と
が
、
い
ま
、
改
め
て
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

世
界
は
、
も
っ
と
も
っ
と
広
い
。
出
店
し
た
業
者
と
も
ど
も
、

実
感
し
た
〃
幕
張
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〃
を
、
発
信
し
、
同
時
に

受
信
し
た
い
、
と
思
う
。

タカハシパールのブース前で高橋洋室副卦長よ鉦者' 億円の南洋真珠を囲むロイヤルパールの皆さん
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